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巻頭言

主将永田武志

若者こそ世の中の核だ，活力源だ，という類の言葉を耳にすることがあります。

が，大学生ともなると酒にタノヾコにパチンコにマージャン，その他にもいろいろな娯

楽が身の回りにあふれているため，のらりくらりとした生活を送る者も数え切れぬ程お

り，同じ若者とは言えども高校生のはうがずっと活気に満ちていて若者らしいような気

がします。私などは先日春高バレー・を観戦し，高校生の真蟄な姿に心洗われる思いがし

たものです。
「ボン！」

おやっ，今日もジャラジャラやっているようです。

ある人が言いました，「全てのものには時と意味があるのだ。好機を逸すること’は大

きな悔いを生じ，その悔いは人にもよるがたいてい長く尾を引く。好機を逸することに

も多分何か意味があるのだろうが…」と。

現在我々は気楽な学生として．，また一方では鹿児島大学生物研究会の会員としても存

在しています。鹿児島にいるということは，よその土地まで出かけて活動する場合には

時間的・金銭的にもその他多くの面でも負担が大きいことを意味する反面，鹿児島で活

動する場合には極めて身近に存在する鹿児島なりの特質をうまく利用できるということ

でもあります。のらりくらりとした学生達は鹿児島の生物に関する活動を通して若者の

力を世間に示すことができれば，と考えています。
ふと窓の外を見ると何か薄暗い。今年は黄砂がやってくるのが早いようです。

隣では何やらジャラジャラジャラ，カチッカチッ，コン！

はたして私が巻頭言なるものに頭を悩ませている間、牌を使った遊びは続いていたの

でしょうか。

「対七（トイシチ）！」

威勢のよい声が耳に飛び込んできます。
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1992年悪石島春旅行の報告

1992年3月16日から3月21日まで吐噌嘲列島悪石島へ生物研究会春旅行に行ったので

その報告を以下に記す。

○メンバー

洞野敦子．中村理樹．米沢俊彦

○日程，コース

3月16日（月）：部室集合（20：30）論鹿児島港（22：00）遥［村営船としま］

17日（火）：やすら浜港（9：30）烏上村（10：00）

⑪上村を拠点にして採集・観察を行う

20日（金）：やすら浜港（14：30）遥［村営船としま】

21日（土）：鹿児島港（3：00）論部室到着（3：30）

＊コースの中で烏は車，蓋は船を表す。

米村営船としまの運行予定表は2ヶ月前に発表されるが，その後も変更すること

があるので直前に確かめる必要がある。

＊憲石島には公共の交通手段がなく，やすら浜港から上村までの高低差が160m

程あるので，荷物が多いときには現地の方々の車に乗せていただかなければな

らない。

○天気

概して曇り気味であり，まともに晴れたのは帰る当日の20日だけであった。20日以外

は時折晴れ間は見せるものの曇り若しくは小雨になり，17日の夜には雷混じりのどしゃ

降りとなった。また夜は少々冷えた。

17日♂／す18日十／♂19日♂20日十／♯

○地形・気候・植生等

悪石島は面積が7k諺の火山性の島で，海岸線は急な崖にならているところがほとんど

で海に降りれるところは数ヶ所しかない。島で最も高い御岳（ミタケ）は標高584．0m

で海岸から曲がりくねった道を一気に登る。頂上には電波塔があり諏訪之瀬島や宝島を

望む・ことができる。悪石島を含む吐咽嘲列島はその位置的な関係により温帯気候から熱

帯気候への漸移帯で，この悪石島でも九州本土と動植物相が違っている。おおまかな植

生を述べると，海岸近くの低所にはビロウや数種の広葉樹の群落があるがそれらは小規

模で，高所になると広い範囲で多数のリュウキュウチクが占めている。林床は火山岩が

どろどろしているか又は土があるところでも乾燥している。島の南の5分の1ほどが今

牧場として開かれていて，それ以北は未開発のままか筍の林になっている。すでに述べ

た通り島には公共の交通機関はないが，歩いても島を一周するのに1日もあれば十分で

ある。また，湯泊には公共の温泉があ争のでいつでも無料で利用することができる。最後になりましたが，悪石島においてお世話になっ・た悪石島総代である坂元さんと島

の方々に紙面を借りてお礼申し上げます。

〔中村〕
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凡例

田：ヘリポート

円；神社

也：温泉

が：発電所

⑳；池

（も
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キノコの採集記録

中村理樹

○はじめに

今回悪石島で採集及び観察されたキノコを報告する。すでに述べた通り天気に恵まれ

ず活動の制限は受けたものの島内の行けるところはほとんど行き尽くしたつもりである。

○採集リスト

真菌門EUMYCOTA

子嚢菌亜Fl〟脚IML

チャワンタケ目門返I凱ぷ

クロチャワンクケ科Sar∝）SDmataCeae

l．オオゴムタケ助JねJJαα／eかCα

クロサイワイタケ目Ⅹ孔臆IA腰S

クロサイワイタケ科Xylariaceae

2．マメサヤタケJ抄Jαriα如わ徽）r如

担子菌亜Fl鵬IDl耶汀川A

キクラゲ目AtRICUU収IA【ぷ

キクラゲ科Auriculariaceae

3．アラグキクラゲ血rfcdαrfα如J〆γぬ短

ヒダナシタケ日加Hu山椚鵬

ウロコタケ科Stereaceae

4．ヒダウロコタケC如血糊松，ぬ耽路地劇

タコウキン科Polyrx）raCeae

5．アミスギタケJb軸如mSα和山前お

6．ヒイロタケ物び∝血乃eぴS

7．アラゲカワラタケCorioJ鵬。短丸弛血路

ハラタケ目脳岨ICALES

ヒラタケ科Pleurotaceae

8．スエヒロタケ助20♪勧励初狩（刀耶m耽

キシメジ科Tricho′10mataO翌肥

9．エセオリミキCoJ拗短：彿物Ⅶ湖

10．シロホウライタケ〟α励e抽∬，印加柑び

11．ヌメリツバタケ肋乃ざねJJα剋C通

12．年ユウバンタケ〟刀沼乃α虎扉0地お

ヒトヨタケ科Coprinaceae

l3．ジンガサタケA腱JJdrねse摺わ机血

オキナタケ科Bolbitiaceae

14．コプミノコガサタケ伽お乃α血J嘲わ和

ホコリタケ目LY∝椚彊題姐ぷ
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ホコリタケ科蜘dao盟e

15．とメホコリタケ地軸r庇椚わ加Jg

※同定は肉眼または実体顕微鏡で行ったので，染色や顕微鏡での観察は行っていない。

○感想・考察

今回の悪石島はすでに述べたとおりリュウキュウチクがおおいので，それらの林床に

依存するキノコを探してみたが時期が違うのか何もみられなかった。その代わり狭い広

葉樹の林床に依存するキノコがそれも様々な種類がみられた．そのうちヰシメジ科およ

びヒメホコリタケは時期が鹿児島市内より少し早いようであや。鹿児島市内と気温の差

は冬以外それ程ないので降水量の差が要因かもしれないが，はっきりとした記録がない

ので断定はできない。また本島は畜産が盛んで肉牛が数多く放牧されいてそれらの糞よ

り生えるジンガサタケが見つかった。しかし山羊の糞からはみられなかったのは不思議

である。食べているものが両者でちがうのであろうか（山羊は昔飼育されていたものが

野生化したものである）。なおコプミノコガサタケは，現在滋賀・大阪・大分でしか採

集されていないので新しい採集地であると思われる。

参考文献

今関六也・本郷次雄（1987）原色日本菌類図だ（I）．保育社．

今関六也・大谷吉雄・本郷次雄（1988）山渓カラー名鑑日本のきのこ．山と渓谷社．

今関六也・本郷次雄（1989）原色日本菌類図鑑（1日．保育社．

（なかむらとしき）
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チョウ類の採集・観察記録

網野敦子

1992年3月17日から20日まで悪石島でチョウ類の採集と観察を行った。期間中の天候

は極めて不安定で20日以外はほとんど太陽がのぞかなかったため，飛翔・訪花するチ3

ウの姿があまり見られず，思うような活動をすることができなかった。しかし，4科12

種のチョウ類の採集・目撃例を得ているので，観察記録とともに報告する。

期間中の筆者の行動・観察の概要は以下の通り。

3月17日・曇天，16：00以降凰あり。

上村一林道大峯線一上村（12：10），上村（13：30）一浜一湯泊（14：50

～16：30）－上村（16：50）

カラスアゲハ：上村～浜でカラスサンショウの新芽IC腹端を付ける産卵行動が2・3度

観察された。卵の確認はできなかった。
アサギマダラ：本種は季節移動をすることが実証されているが，吐哺嘲列島からの春の

移動のコースは知られておらず，手がかりを得るため，期間中，できるか

ぎり成虫にマーキングを行った。（マーク蝶のリストは別記する。）17日

は食草の一つであるガガイモ科のツルモウリンカを上村～浜の道路脇に見

つけたが幼虫は見られなかった。海からの強風が直接あたり，成虫がとど

まることが困難であるためと思われる。
アカタテハ：林道大峯線でイラクサ科のカラムシの葉上（地上から約40C皿）に営巣する

幼虫がみられた。

ガ類：19：00～20：30にかけて公民館の灯火に飛来した10種を採集．未同定。

18日・雨のち曇天，強風。

上村（9：00）－洪一上村（11：30），上村一湯泊一上村

マダラチョウ科：湯泊の自然林の林床は下草が余り無く1，ピロウ・アカバダグス・ハマ

ビワ・シャリンバイ・クロマツ等の樹木がほどよい間隔で生育しており，

空間がある。林緑の比較的明るい林床にiまツルモウリンカがはい，新芽が

伸び始めているものも多い。ここでマダラチ法り科の4卵，4幼虫（約0．5

C皿－1個体・約2．Oc皿・2．2C血一各1個体）がいずれも新芽の葉上にみられ

た。また，昨年の葉の裏面には，蠣殻があった。2卵が，アサギマダラl

ex．とリュウキュウアサギマダラ1♂であることが後の飼育により分かっ

た．他はその場で同定できなかったが，アサギマダラとリュウキュウアサ

ギマダラはこの時期，同じ食草を利用し，食べ分けもみられないようであ

る。食草のツルモウリンカは林内にも生育しているが，林線より噌いため

か新芽の伸びは遅く，卵・幼虫ともにみられなかった。リュウキュウアサギマダラ：14：00頃，湯泊の自然林で成虫を採集。御岳の麓にあたり

海岸に近い。近くの谷沿いに成虫の越冬地があるのだろうか。

ガ顆：17日夜とうってかわって，飛来がみられなかった。．

－　5　－



19日・曇天，弱風。

上村（9：15）－浜（10：00）一湯泊一御岳（12：30～13：00）一浜（14

：30）－上村

アサギマダラ：浜と浜から御岳へ登る途中の2ヶ所で本種の成虫が10頭前後たまってい

るのが見られた。小雨がまじる時にも見られ，キブシ科のナンバンキプシ

（花は淡黄色）に吸蜜に訪れるはか，樹間を緩やかに飛翔しリュウキュウ

チクで羽を閉じて休む姿も見られた．どちらも滑れ沢のような場所で標高

は50m付近と100～150m付近にあたり，海からの風を直接受ける場所では

なさそうである。♂と♀の割合はマークのために捕獲できた個体では1：1

であったが，正確には確認できなかった。捕獲した個体は全て新鮮であっ

た．

20日・曇天のち晴れ。

上村一湯泊－やすら浜港

（アサギマダラ・マーク蝶リスト）

期間中，♂10頭，♀15頚の計25頭にマークし，放した。マーク嫌の記号・ナンバー

は鹿児島昆虫同好会に報告したが，各個体の詳細なデータは以下の通り。この他にデー

タには個体の鮮度も調べる必要がある。その後のマーク蝶の消息は不明である。

アルファベットAは網野，Bは米沢がマークしたものである。筆者の場合，言己号「K

AJは両前廻表に，ナンバーは雨後迎表に油性のマジックベンで言己した。

日 ♂‡ 前錮長cm 記号・封0 ． マーク地 日 ♂‡ 前麹長cm 記号・Ⅳ0． マ＿－ク地

17 ♀ 4．9 KA　A OO l 上村 20 ♀ 5．4 KA　A O 12 浜

♂ 5．2 KA　A O O2 上村 ♀ 5 ．4 KA　A O 13 浜

♀ 5．7 KA　A OO3 林道大峯線 ♂ 5．4 KA　A O 14 浜

♀ 6 ．0 KA　A O O4 林道大峯線 ♀ 5 ．3 KA　A O 15 浜

♂ 5 ．2 KA　A OO5 林道大峯線 ♂ 5 ．5 KA　A O 16 浜

♀

♂

♀

5．8 KA　A O O6 湯泊 自然林 ♀

♂

♂

．5．8

5 ．4

KA　A O 17

KA　A O 18

浜

浜

KA　B O O l

KA　B OO2

浜

浜 KA　B OO 5 浜

♀ KA　B OO3 浜 ♂ KA　B OO6 浜

♀ KA　B OO4 浜～湯泊 ♀ KA ．B OO7 浜

19 ♀ 5 ．0 KA　A O O7 浜

♀ 4．6 KA　A OO8 浜～御 岳

♀ 6．2 KA　A O O9 浜～御 岳

♂ 5．3 KA　A O lO 浜～御 岳

♂ 4・．9 KA　A O ll 浜へ′御 岳

rKA」：墜agoshimaPrefecture

Akusekijina

アサギマダラのマーキングについては鹿

児島昆虫同好会の田中洋氏にど教示．

ど示唆をいただきました。お礼申し上げま

す。
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鱗　廻　目　LEPIDOPTERA

チョウ亜日

I　アゲハチョウ科　Papilionidae

l．アオスジアゲハ　Gγ幼fび材　Scr如ね昭

浜：（1♂，20．日，洞野）・

2二　モンキアゲハ　鋤〆Jわ　加Je馳S

洪：（目撃lex‥17．11I，桐野）

浜～湯泊：（1♀，18．1lr，米沢）（目撃1ex．，19．1ll，網野）

（1♂，20．Ill，米沢）

湯泊：（1♂，18．1日，桐野）

3．カラスアゲハ　脚わ　あ由乃0γ

浜：（1♂，17．日，米沢）

浜′、上村：（目撃1ex．，17．IIl，網野）

浜～湯泊：（1♂，17．日，米沢）（2♂♂，20．1II，米沢）

lI　シジミチBLウ科　Lycaenidae

4．アマミウラナミシジミ　〃αC虚血　触れ孔旭

浜：（1♀，19．m，米沢）
5．ヤマトシジミ　地肌わ2ねgerα　舶加

林道大峯線：（目撃lex．，17．IIl，米沢）

浜～湯泊：（目撃lex‥19．1II，桐野）（目撃多数，20．m∴米沢）

‖　マダラチまり科　Danaidae

6．アサギマダラ　拗れ2戒元葦．威由

上村：（目撃1ex．，18．III，桐野）

林道大峯線：（目撃2exs．，17．III，桐野）

浜：（目撃lex．，17．1日，網野）（目撃1♂，18．1Il，洞野）

浜～上村：（目撃1ex‥17．Ⅲ，網野）

浜へノ湯泊：（1♀，17．日，米沢）

湯泊：（卵目撃4exs．幼虫目撃2exs．，18．111，網野）

7．リュウキュウアサギマダラJdeol旭fS r肋ノ　S崩Jね

浜：（1♂1♀，20．1日，・米沢）

湯泊：（1♂，18．IIl，網野）（幼虫目撃2exs．，18．1ll，網野）

Ⅳ　タテハチョウ科　Nymphalidae

8．ツマグロヒョウモン　ArgγれW　わ鵬γ毎払ざ

浜～湯泊：（1♂，17．Ill，米沢）

9．ルリタテハ　励行ね勉　C冴抱2α

湯泊：（目撃lex．，17．日，米沢）
10．ヒメアカタテハ　CJ明的fα　Cαr血f

浜～湯泊：（lex．，20．IIl，桐野）
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11．．アカタテハ　Ⅵ甥離散z l加九m

・林道大峯線：（幼虫目撃lex．，17．m，桶野）

V　セセリチョウ科　Hesperiidae

l2．イチモンジセセリ　飽和αγα　g強め

浜：（lex．，20．111，網野）

以上，3月17日～3月20日までの悪石島における採集，目撃記録である。

学名及び種の配列は全て「原色日本蝶類図鑑J（保育社）によった。

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．
（きりの　あつこ）

L E B E N第22号の訂正

本誌第22号，1991年高隈春合宿の報告において鱗週目のリストの一部に誤りがあったの

で訂正する。P．13にある下言己のデータは以下のように査定された。

誤同定の可能性を指摘していただいた白水隆博士に厚くお札申し上げます。

VジャノメチEIウ科Satyridae

lG．クロヒカゲモドキ助耽Zrg玩〟ね．Mo也血ul疲y

（lex．，3．Y，金井）

は再同定の結果，クロヒカゲ励dね乃α伽tlerと査定された。
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甲虫の採集記録

米沢俊彦

1992年3月16日から3月21日‘まで生物研究会の春旅行で吐咽嘲列島の悪石島を訪れた。

筆者らは島内に於て甲虫の採集を行ったので以下に報告する。

鞘廻目COLEOPTERA

Iオサムシ科Carabidae

l．マルガタゴミムシ属の1種A裾rα印．

上村：（lex．，17．Ill，米沢）

2．アオゴミムシ亜科のl種Callistinaesp．

湯泊：（lexリ18．日，中村）

スジアオゴミムシ〟αが∝〟α乃血S（戚わ㌍γに近縁なものと考えられる。ピロ

ウの倒木から得られた。

IIゲンゴロウ科Dytiscidae

3．ツプゲンゴロウ属の1種r血m油層お印．

湯泊：（gexs．，18．m，米沢）

lTlハネカクシ科Staphylinidaeauct．

4．アオバアリガタハネカクシ触血γ以Sf此f如

湯泊：（lex．，18．m，米沢）

Ⅳクワガタムシ科Lucanidae

5．ルイスツノヒョウタンクワガタ肺g紺地昔，ね彿威

大峯：（3exs．，19．1日，米沢）

6．マメクワガタダfgUJび伽微力正弘S

浜～上村：（lex．，19．1日，米沢）

7．トカラコクワガタJわれ：鵬l裡戒び’廠血肋戚前

大峯：（1♀，19．11I，米沢）

8．トカうネプトクワガタ鹿びJd昭リブのJJfS血f

湯泊：（1♂，17．日，桐野）（1♂3♀♀，17．111，米沢）

Yコガネムシ科Scarabaeidae

9．クロツツマグソコガネぶα細fおわ如血

林道大峯線：（3exs‥17．m，米沢）

Ylコメッキムシ科Elateridae

lO．ナガマメコメッキyt虎0α乃αeJo乃gぬ

林道大峯線：（1ex．，17．m，米沢）

Ⅶジュウカイボン科Cantharidae

ll．チビジョウカイ亜科の1種Malthininaesp．

湯泊：（2exs．，19．1日，米沢）

クロスジツマキジョウカイ〟。娩fm肌CO雌に似る。

12．ジョウカイボン科の1種Cα戒ゐαri血印．

上村：（4exs．，17．III，米沢）

湯泊：（3exs．，19．111，米沢）
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Ⅷ　ジョウカイモドキ科　Melyridae

13．ムナキヒメジョウカイモドヰ　励びl　感如閥Ⅷね

湯泊：（2exs．，19．1m，米沢）
tX　ネスイムシ科　Rhizophagidae

l4．コパケデオネスイ　〟f癖Jα蜘
浜～御岳：（1ex．，1g．Ill，米沢）

Ⅹ　コメッキモドキ科　Languriidae

l5．ニホンホホビロコメッキモドキ　肋。由kj旭　加頂：de7血

上村：（1♂，17．日，米沢）
XI　テントウムシ科　Coccinellidae

16．ナミテントウ属の1種　〟αの放期fα　乳

上村：（lex．，17．111，米沢）
X H　コキノコムシ科　肘ycetophagidae

17．ウスモンヒメキノコムシ　上fねrgぴS Jの庇料

浜～御岳：（1ex．，19．111，米沢）
X M　ニセクビポソムシ科　Aderidae

l8．ヒメオどこセクビポソムシ　地肌わね物ⅦS C而虎鮨

湯泊：（1ex．，19．1日，米沢）

ⅩⅣ　ハムシダマシ科　Lagriidae
l9．ヒゲプトハムシグマシ　ム幽　Orね1由Jね

上村：（3exs．，17．IIl，米沢）

ⅩY　クチキムシ科　Alleculidae

20．オオクチキムシ　〟Jec血2　′血衡加皿

林道大事線：（3exs．，17．日，米沢）
ⅩⅥ　ゴミムシグマシ科　Tenebrionidae

21．トカラヒサゴゴミムシダマシ　飽和7彿ぷOJ劇かdfび　わ短ⅧfS

林道大峯線：（1ex．，17．m，米沢）
大峯：（lex．，19．日，米沢）

ⅩⅦ　ハムシ科　Chrysomelidae auct．

22．ウリハムシ　AddCO〝わγα　物的JS

浜～御岳：（1ex‥1g．間，米沢）

XⅧ　ゾウムシ科　Curculionidae

23．クワゾウムシ　gかぶ0研び　軌撒血路

浜～上村：（lex．，19．m，米沢）
24．ニセマツノシラホシゾウムシ　ぶわfrα短ゐfzo　γ血乃3

上村：（lex．，17．IIl，米沢）
25．キクイゾウムシ亜科の1種　Co恐麗椚inae　印．

林道大峯線：（lexり17．m，米沢）

ワシバナヒメキクイゾウムシ　〝が叫伽go盈耽Z CⅡr〝γ0虎re　に似る。

参考文献
森本桂・他（1984～1986）原色日本甲虫図鑑（1）～（Ⅳ）．保育社．

岡島秀治・若林守男（1988）検索入門クワガタムシ．保育社．
（よねざわ　としひこ）
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1992年沖永良部島夏合宿の報告

○はじめに

我々は1992年7月12日から7月22日まで沖永良部島において生物研究会夏合宿を行った。

以下植物，魚類，チョウ頬，甲虫類，キノコに関する観察，採集の報告をする。尚，宿

泊その他に関し，お世話になっ・た知名町瀬利覚区長である吉田義一さん，瀬利覚消防団

長である森武勝さん，森タクシーの先間栄照さんをはじめ一同の皆様，その他地元の方

々に紙面を借りて心から厚くお札申し上げる。

○メンバー

小野雅章．牛ノ讃孝．網野敦子．濱田しおり．中村理樹．米沢俊彦．米山章一．

大迫正規．坂口志保．永田武志．藤田寛．東幸希．光永佳奈枝．倉園憲．田川智子．

姫野尊雄．溝口信彦．＊溝口氏は本会のOBである。

○日程，コース

7月12日（日）＝部室集合（16：30）由鹿児島新港（18：00）遥［クイーンコ「ラル7】

13日（月）：和泊港（12：00）輸知名町瀬利覚消防センター（13：00）

且瀬利覚区を拠点にして採集・観察を行う。

21日（火）：和泊清（12：40）遥［波之上丸】

22日（水）：鹿児島新譜（8：30）論部室到着（9：00）

＊コースの中で論は車，壷はフェリーを表す。

○天候

今回の合宿は天侯に恵まれ，日差しの強さに皆苦しむほどであった。以下は国頭坤のも

のであるが，大山では時に小雨が降るなど場所により天気は多少異なった。

13 14 15 16 17 18 19 20 2 1

天気（6－18時） ♯ 頼 ♯ ♯／占 ♯ ♯ ♯ ♯ ．♯

（18－6時 ） ♯ ♯ I♂ ♯ ♂／♯ ♯ 類 瀦 ♯ ♯

平均雲量 （10分比） 5．7 8 ．3 5 ．3 9 ．3 3 ．3 0 ．7 0 ．0 1．3 2 ．3

平均気温 （。C ） 26．3 26 ．2 27 ．0 27 ．9 28 ．2 27．9 28 ．2 28．7 28 ．7

降水量 （nn ） － － 0 － 0 － － － －

（0は0．5皿血未満）

※鹿児島地方気象台による鹿児島県農業気象月報平成4年7月によった。
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○位置・地形など

′沖永良部島は北緯27。3’，東経128．37’を通る面積94．5が，大山（246m）を最高標高と

する低平な島で，島全体が隆起珊瑚礁からなる。

主として粘板岩，花崗岩からなる基盤岩が大山山頂付近や島の長軸に沿う小高い部分

に露出しているが周囲は石灰岩の琉球層群で覆われる。

島内にはカルスト地形がいたる所で見られ，大山の中腹から麓にかけてはドリーネが

無数に発達し，昇竜洞，水蓮洞’，永良部洞などの鍾乳洞は規模が大きく200はど存在す

る。

年降水量は2076．5m．気候は亜熱帯気候であるため最寒月の1月でも平均気温は15。C

を下らず年平均気温も22．2℃と高い。陸水は乏しく目につく川は余多川，奥川そして内

書名浜に注ぐ川程度であるが，地下水は豊富である。海岸は防潮・砂林としてのモクマ

オウが目につくが北端一帯の海岸は隆起珊瑚礁によって取り巻かれており，その内側に

砂が堆積して砂丘植生が発達している。西北端の田皆岬は隆起珊瑚礁の岩地植生が発達

し，北海岸に位置する畦布一体にはソテツ群落が発達する。大山には沖永良部島にだけ

認められるスダジイ林（アオバナハイノキースダジイ群集）があり，山頂帯は自衛隊の

施設があるが，それを除く山頂部一帯は貴重な植物の分布を含む自然植生として貴重で

ある。
土地利用としては畑地が広い面積をしめ花井，サトウキビ，タバコなどの栽培が行わ

れている．又，以前各地に散在していた水田は現在ほとんど見られない。

交通はパスがはは島内全域を建っているので特に問題はないと思われる。

以下に沖永良部島の位置，採集地などを図示した。本文と参照して利用して頂きたい。

尚，主な活動場所は次の通りで革る。

赤嶺（あかみね）芦清艮（あしきょうら）余多（あまた）奥川（おくがわ）

大津勘（おおっかん）大山（おおやま）国頭岬（くにがみみさき）

黒貰（くろぬき）後蘭（どらん）越山（こしやま）昇竜洞（しょうりゅうどう）

水蓮洞（すいわんどう）瀬利覚（せりかく）田皆（たみな）知名（ちな）

徳時（とくどき）内書名浜（うちきなはま）屋子母（やこも）〔姫野〕
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淡水魚の採集記録

米沢俊彦

○はじめに

1992年7月12日から7月22日まで生物研究会の夏合宿で沖永良部島を訪れた。筆者は

同島内における淡水魚の調査を行ったので以下に報告する。

○概要

沖永良部島は透水性の大きい石灰岩の地層に覆われているため地表流が発達しておら

ず，地下水系がよく発達している。暗川（クラゴウ：現地ではゴウまたはホウと呼ぶ）

というのは地下水系が海岸近くで一度地表に現れているもので，大山の周辺の奥渚で普

通に見られ，地元の人々にとって洗濯や水浴の場，あるいは飲料水の水源として古くか

ら生活に密着したものである。我々も合宿中は瀬利覚の曙川で毎日汗を流した。

余多川は同島で最大の河川（流程約4．5km）である。昭和43年国土地理院発行の5万

分のl地形図によると流域には水田が広がっていたようであるが，現在はサトウキビの

栽培が行われていて水田は全く見られなかった。川そのものも改修が行われたようでコ

ンクリートの護岸が目立った。水星は豊かで水もかなり澄んでいたが，場所によっては

赤土が厚く堆積した所もあった。河口は高さ30m程の断崖部に位置し，地元の人の話に

よると道路の下を伏流しながらいくつかの滝を経て海に流れ込んでいるとのことであり，

結局河口へは近づけなかった。

赤裸は越山の麓に位置しており，湧水が豊富で小規模の湿地があり田芋と呼ばわるサ

トイモ科の作物が栽培されていた．

0調査結果

今回採集および視認された魚類は7種であった。以下にリストを記す。なお，調査期

間は7月13日から7月21日である。

1．オオウナギA乃gぴfJα摺αの乃0rdb恥oydGaimad

余多川

2．コイCyPrinwcwPioLinnaeus

，余多川

3．カダヤシ（肋bwiaaffinis（BairdetGir・ard）

瀬利覚の暗川，余多川

4．タイワンキンギョ肋如血灯（功的通加瀬（Linnaeus）

赤嶺

5．チカダイTilaPianilcCitt2（Linnaeus）

余多川

6．ヨシノポリ属の1種肋f乃OgO討tぼ軋

屋子母の暗川

7．ポウズハゼSic鵬rwja如us（Tanaka）

余勢川
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○理想

今回の合宿中に沖永良部島で生息が確認された淡水魚は上書己のリストに示した通りで

ある。この他に小川（1937）はギンブナ，ドジョウを報告しているが今回の調査では得

られなかった。おそらく水田の減少や外来種の移入による影響が大きいものと思われる。

特にチカダイは以前余多川で養殖が試みられたとのことであったが，現在は野放し状態

であり個体数もかなり多かった’。

タイワンキンギュは自然分布説と人為分布説の2つの説があり明確な結論には至って

いないようである。沖永良部島の個体群は島内のかなり限定された場所にのみ生息して

おり，個体数は少なかった。筆者は成魚5尾持ち帰り，この内の2尾（1♂1♀）を現

在（1993年2月6日）飼育・観察中である。

両側回遊性のハゼ科魚類はヨシノポリ属の1種とポウズハゼが見られたのみであった。

ヨシノポリは全長20mmはどの幼魚が1個体観察されただけで，種まで同定できなかった。

ちなみに，ヨシノポリの出現した屋子母の喝川ではトゲナシヌマエビ，ミナミテナガエ

ビ，ヤマトテナガエビが多く見られたが，河口部は渇水時には伏流しているらしく川沿

いに下流に歩いて行く途中で川を見失った。

結論として，沖永良部島の淡水魚類相は筆者が1年時に訪れた西表島や2年時に訪れ

た奄美大島の淡水魚類相と比較してかなり単純であると言える。川の流程が短いことに

加え，流域に変化が乏しいことが大きな要因と考えられる。河口にマングローブ地帯や

干潟が発達している河川における淡水魚の種構成は汽水性淡水魚や偶来性淡水魚といっ

た周縁性淡水魚の占める比率が高い。このような汽水域をもたないことが沖永良部島の

淡水魚の種数を制限しているのではないかと思った。

参考文献

川那部活哉・水野信彦編（1989）日本の淡水魚．山と渓谷社．

漱能宏（1985）沖縄の川魚滅亡の危機．淡水魚，（11）：73－78．淡水魚保護協会．

益田一・尼岡邦夫・荒貿忠一・上野輝蒲・吉野哲夫編（1984）日本産魚類大図鑑．東

海大学出版会．

小川一男（1937）地理的分布から観た鹿児島県の淡水魚．広島文理科大字・高等師範学

校博物学会誌，（5）：11－27．

（よねざわとしひこ）
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キノコの採集記録

中村理樹

○はじめに

生物研究会の夏合宿は7月の中旬から8月の初旬の間で南の島にいくことが多い．こ

の時期，今までの南の島では梅雨もとっくの昔に過ぎて林床即ラカラに軌、てるうえ

に，ハブのいる場所であったため一人での活動も制限されてもdヒむめ採集品の数も少な

かった。また採れたキノコも今までの私であれば同定が困難であるものがほとんどを占

めていた（今でもたいしたことはない）。しかし沖永良部は場所によっては湧き水も出

ていて山頂付近にも沢や湿地帯があり湿った林床もあった。しかも今回は大学生活最後

の夏合宿になるかもしわなかったので，初めて計画を立てて採集を行った・初めて．の試

みでいろいろと欠点があると思うがここにその報告をする。○方法

夏合宿はフィールドに滞在する期間が短い。今回は9日間であったのでフィールドを

一ヶ所に絞ることにした。まず一日目は時間も余りないので宿舎の周辺で採集を行うが，

二日目にはバイクを借りて島内のめぼしいフィールドを回り目的のフィエルFを一ヶ所

決める。今回は，宿泊地からの近さ・林床の具合・採集のしやすさなどからその場所を

大山の頂上を中心とした半径1．5kmの範囲内にして，そこをできるかぎり見て回り採集

することにした（但し頂上には自衛隊の基地がありはいれないところも多い）。キノコ

を見つけても形が保てそ．うにないものはすぐには採らず，なるべく細かい性状まで記録

しておく。．採ったキノコはなるべくその日のうちに同定を行い，できないものは鹿児島

に帰ってから同定する。以上の記録をもとに考察を立てる。

○採集リスト

真菌門EUMYCOTA

担子菌亜門娼IDI叩I甑

キクラゲ目瓜Rlqm眼IAlぷ

キクラゲ科Auriculariaceae

l．アラゲキクラゲ血rfc扉αrfα加わか元物

2．ヒダキクラゲ血r通αrfα乃色㌍7血r如

ヒダナシタケ日麒ⅦⅥ⊥併〉KR麒皿

シロソウメンタケ科Clavariaceae

3．ナギナタタケCJα∽〟f咄ね′び伽fs

ウロコタケ科Stereaceae

4．チャウロコタケ肋∽貯α或7即

5．オオカタウロコタケ拗0反）Jぴざα乃乃0馳ざ

6．モミジウロコタケズ〆0わびSS如地面JS

多孔歯科Poly関ra∝盟e

7．ハチノスタケ食わ腫れば（血胤血雨び

8．スジウチワタケモドキ托わ腫れ灯l朔別海
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9．ウチワタケ〟ねr伽〟血JJ〟b摘出

10．ヒイロタケアツm如払SαXCf肌ぷ

タパウロコタケ科Hymer沿ChaetacEne

ll．ネンドタケ〃肥JJf乃凹．由ルぴ

バラタケ．目AGARICAuB

ヌメリガサ科FbTgrOPhoraceae

12．ミズゴケノハナ〟タgrOCプ如COCd乃欧Xγe牝血

キシメジ科TridlO10mata肋e

13．コサラミノシメジ〟eJα乃OJ仇rα肥JαJ脇

14．ツユタケ肋乃ぷ由Jdr血液血

イグチ科Boletacme

l5．クロアザアワタケJkroのmuS乃fgγ0徹畑虎tβ

ベニタケ科Russulaceae

16．シロバツモドキ尺∽制〟α元卸而由

17．カワリハツ月払S古山αC脚雅胴魔物

※同定は肉眼または実体顕微鏡で行ったので，染色や顕微鏡での観察は行っていない。

リストにあげたものは，はっきりと同定できたものだけである。

又，らロバツモドキとナギナタタケは越山にて採集されたものである。

○考察

今回最も多く見られたキノコはカワリハツである。その採集地は大山の頂上付近の東

半分の斜面であった。そこの林床には松の葉が積もっていてカワリハツはそれを押し上

げる形で菌輪を作って生えていた。しかし松の葉が目立っていたのは時期的なものと松

の葉が分解されにくいことによると思われる。よってカワリバツやそのはかのブナ科の

林床に依存するキノコは大山の頂上の優占種であるスダジイの林床に依存していたと思

われる。なぜカワリバツが東半分からしか見られなかったのかは分からないが，一つの

山の中での同じ林床でもキノコが生える場所に片寄りがみられるという良い例であろう。

※大山の植物相については他の会員の調査結果を参考にした。

○感想

今回の沖永良部で1番困ったのは15C血にもなる大きなヤマナメクジたちであった。彼

等は大事な標本を手当たり次第に食べてしまうし，知らずに手を伸ばすとつい触ってし

まい思わず叫んでしまうなど大変悩まされた。しかしハブがいない島はやはり採集に勝

手が効き，とても楽しめた。

南の島のキノコ相はまだあまり詳しく調べられてないようで，新種が見つかる可能性

も多く又既知種についてもその分布範囲が新しく見つかるかもしれない。そのようなこ

とを考えながらこれからも機会があれば南の島でキノコ探りをしたいものである。

参考文献

今関六也・本郷次雄（1987）原色日本菌類図鑑（I）．保育社．

今関六也・大谷吉雄・本郷次雄（1988）山渓カラー名鑑日本のきのこ．山と渓谷社．

今関六也・本郷次雄（1989）原色日本菌類図鑑（H）．保育社．

（なかむらとしき）
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蘇苔類の採集記録

光永佳奈枝

今回の合宿では，大山（246m）と越山（188m）が目立つほかは，地形的にも気候的

にもあまり期待していなかった。また私自身がコケ植物を勉強し始めて3ヶ月も立たな

いということで素人なりに見つける程度でしかなかった。しかし今思い返して見ると，

カラカラの天気の中私が思っていた以上に採集・観察ができた。水田などの湿地を探し

て歩いたのだが水田は赤嶺に少し残るはかはあまり見当らなかった。ただ赤嶺には最終

日に行ったため，思うようにコケの採集が出来なかっ牢のは心残りである。
鍾乳洞の多い島であるためか，越山や大山の林道に入ると日なたの乾燥した土とは違

い土壁や木の根にコケが生息するには十分な湿り気を持っていた。なかなか面白いフィ

ールドを見ることができたと思う。また慶子母では珍種1種を採集することができた。
今回は7月14日から7月20日までの沖永良部島において採集した辞苔類のリストを載

せることにする。採集地の標高は記録していなかったため不明。同定は数種私が行なっ

たがまだ知識が十分では無いため，東京大学平岡研究所の秋山弘之先生にお願いした。

紙面を借りてお礼申し上げます。

辞綱MUSCI

I‘ホウオウゴケ科

1．サクラジマホウオウゴケダf∬f加f撒：r血

越山林道：（16日，日陰，やや湿る，石上）

大山林道：（14日，茶土上）

2．ホウオウゴケダf∬f血乃SJd如加

赤嶺：（20日，日陰，湿地，水田の石上）

3．キャラポクゴケダfss血俗払方bJUg

大山林道：（20日，日陰，やや湿る，赤土）

4．ニセサクラジマホウオウゴケダ恕f曲別SS血Ug血

屋子母：（半日陰，やや湿る，土上）

この種は伊豆七島と琉球でしか見つかっていない珍種

Hシッポゴケ科

5．ススキゴケ属の一種iガC7・α乃eJね，妙．

越山入口：（16日；半日陰，湿る，赤土）

6．ススキゴケαの7肥JJα加如ⅧJJd

越山入口：（16日，半日陰，湿る，石上）胞子体有り

IIIシラガゴケ科

7．ホソパオキナゴケ加0秒脚摺7肥fJg加”馴肥

大山林道：（20日，日陰，乾燥，樹木の根元）

Ⅳセンボンゴケ科

8．ツチノウエノコゴケI陀ねSfdα）慮れ則

大山道路：（14日，半日陰，半湿地，土上）

屋子母：（17日）
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9．ネジクチゴケ助′～細ねび瑠〝血J励

大山：（20日，日当り，乾燥，石上）

水蓮洞：（19日）

Ⅴカサゴケ科

10．ヘチマゴケ属の一種fb〟fcS♪．

屋子母：（17日，半日陰，やや湿る，石垣）

赤嶺：（20日，川沿いの土手）

11・ナガハハリガネゴヶ月り髄研甲別加

知名町：（13日，日当り，乾燥，石上）

大山植物園：（20日，半日陰，乾燥，土上）

Ⅵタマゴケ科

12．オオサワゴケ助fJo乃戊ねr由肝撒別物喝

大山道路：（14日，日陰，少し湿る，層状の土）

採集したのはまだ子供

Ⅶタチヒダゴケ科

13．ミノゴケ〟dCrO功正riび町わ如fcび冗

越山林道：（16日，半日陰，やや湿る）

越山入口：（16日，ヤシの木の根）

Ⅷムジナゴケ科

14．イワノコギリゴケ助威力feJJd助がたん汀

昇竜洞：（15日，半日陰，湿地，石上）

Ⅸヒラゴケ科

15．ヤマトヒラゴケ〟0徽ZJ由力如Cα

徳時：（17日，半日陰，少し湿る）

Ⅹウスグロゴケ科

16．ウスグロゴケ属の一種：ん防如堤．妙．

赤嶺：（20日，半日陰，湿地，木）

XIシノブゴケ科

17．コハノイトゴケ〟αが〇九搾乃ftの如わーとrf廠

越山林道：（20日，日陰，乾燥，樹木）

18．ハリゴケCJの如血好dC通び好

徳時：（17，18日，半日陰，少し湿る，石垣）

越山林道：（16日，半日陰，少し湿る，土上）

1g．チャボシノブゴケ〃加通通好的桁的劾山都

水蓮洞：（19日，半日陰，やや湿地，土上）

XIIアオギヌゴケ科

20．コカヤゴケ。貯砂地血町j物情壷血相劇

昇竜洞：（15日，土上）

水蓮洞入口：（19日，日陰，湿地，石上）

これは小型のものを採集

ⅩlIIサナダゴケ科

21．ヒナサナダゴケV由庇通勘所7J仇幻滅由
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越山林道：（16日，日当り，湿地，土上）

水蓮洞出口：（19日，半日陰，少し湿る．，朽ち木）

大山道路：（20日，、石上の赤土）

赤嶺：（20日，日陰，乾燥，石上）

22．キャラハゴケmオ画が血相1知めⅧm例

大津勘：（18日，半日陰，やや湿る，石垣）

23．アカイチイゴケ属の一種Jめ劃kr甘び狩れ

越山林道：（16日，日陰，乾燥，朽ち木）

24．アカイチイゴケJSP如rgび符わ〃海難坤α柑

大山林道：（14日，半日陰，少し湿る，茶土）

25，シロイチイゴケ鋤鹿r官び常d触鵜乃古

越山林道：（16日，日陰，乾燥，松の木の根）

苔 綱　HEPATICAE
ⅩⅣツキヌキゴケ科

26．トサホラゴケモドキ　CdJ胸ね　bSα7肥

大山林道：（14日，半日陰，少し湿る，赤土）

越山林道：（16日，湿地，土上）

ⅩⅤツポミゴケ科

27．ツポミゴケ属の一種　JM靡胴抑mb．妙．

越山林道：（16日，半日陰，やや湿る，石垣）

越山林道：（16日，半日陰，湿る，赤土）

ⅩⅥウロコゴケ科

28．ウロコゴケ　地ro蜘　αrg血
大山林道：（14日，半日陰，やや湿る）

ⅩⅦクサリゴケ科

29．カマハコミミゴケ　擁㍍把7（玩訂柁由

知名町：（20日，日陰，乾燥，樹木）
ⅩⅧクラマゴケモドキ科

30．クラマゴケモドキ属の一種　伽JJα　坤．

大山林道：（20日，日陰，やや湿る，樹木）

ツノ　ゴケ　綱　ANTHOCEROTAE
X．Ⅸツノゴケ科

31．ニワッノゴケ　肋爛Jα〝fs

大山林道：（17日，半日陰，少し湿る，茶土）

大山植物園：（20日，半日陰，少し湿る，土上）

32．ツノゴケ属の一種　A伽ros　上れ

昇竜洞：（15日，半日陰，湿る）

大山植物園：（17日，半日陰，湿地，土上）

参考文献

岩月菩之介・水谷正美（1972）原色日本蘇苔類図鑑．保育社．

（みつなが　かなえ）
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甲虫の．採集記録

永田武志．藤田寛．姫野尊雄

我々は、1992年7月13日から20日までの8日間、主に「2．5万分の1地形図沖永良部島西

部」で表される地域で甲虫の採集を行ったが、32科にわたる約120種の甲虫を得ること

ができた。（但し、リストに示してあるのは30科115種である）。

採集地は、採集に費やした時間の多い順に大山，瀬利覚～大山，瀬利覚，屋子母，大

津勘，田皆～田皆岬，赤嶺，知名，大山～大津勘，内書名浜である。

大山には沖永良部島唯一のスダジイ林（スダジイが優先種で、ヒサカキサザンカやア

オバナハイノキ，ハゼノ辛，タイミンタチバナなどが生えている）が残っているが、大

部分はリュウキュウマツ群落となっている．ここでは、畳はピーティングや朽ち木くず

Lを夜は林内や林緑・自衛隊基地周辺などで灯火採集を行った。クワガタムシ科やカミ

キリムシ科のほとんどはここで得られたものである。枯れ枝や枯れ裏のピーティングで

はゴミムシ科やゴミムシダマシ科を期待していたが、思っていた程は採れなかった。
瀬利覚では人家や畑の回りでピーティングをしたり灯火の見回りを行ったりした。ホ

ルトノキからはイシガキシロテンハナムグリやヨツスジトラカミキリ，ブタオビミドリ

トラカミキリ（いずれも訪花していたものである），ヒラヤマメナガゾウムシが得られ

た．

瀬利覚～大山では道路沿いすなわち林緑部（アカメガシワや，シマグワ，ヤプニッケ

イ，サルカケミカン，オオバギ，チョウセンアサガオ，数種のつる植物などが生えてい

る）で生業や枯れ枝，枯れ葉，枯れ裏などをピーティングした。シマグワからは擬死を

装うオキナワクワゾウムシやオキナワキポシカミキリが普通に得られた。また、日中は

リュウキュウツヤハナムグリやイシガキシロテンハナムグリ，オオシマルリタマムシな

どが活発に飛び回っているのが観察された。瀬利覚～昇竜洞ではホル．トノキのピーティングによりリュウキュウヒメカ‘ミキリやケ

プトハナカミキリ，オキノエラブノコギリクワガタなどが得られた。ソウシジュ（橙黄

色の花が咲いていた）の大木がかなり目に付いたが、特に何も採集されなかった。樹液

が出ていたので何か訪れる虫がいるのかもしれない。
屋子母と大津勘では砂浜にて漂着木や流出木，ゴミなどの下からゴミムシの類が得ら

れた。

田皆から田皆岬にかけてはサトウキビ畑沿い（ススキやアカメガシワ，シマグワ，ア

カギ，へクソカズう，イケマの類，ノブドウの頬，クサギ属の1種などが見られる）の

ピーティングをしたが、タテスジヒメジンカサハムシやサルハムシの類，オオフタホシ

テントウやダイダイテントウ，アトモンチビカミキリやアヤモンチビカミキリなどが普

通に見られた。
赤裸は唯一水田（タイモ栽培）のあるところであり、ゲンゴロウ科3種，ガムシ科3

種が得られた。大山の沢と池で得られたミズスマシ科2種と合わせても今回得られた水

棲甲虫はわずかに8種である。数ヶ所だけでの採集ではあるのだが、沖永良部島におい

てこの10年はどの間に水棲甲虫は積数・個体数両面においてかなり減少しているのでは？

と思われてならない。現在の島の水田面積は10年前のそれの数パーセントもないし、自

分が調べたため池（全ため池の1％にも及ばないが）では水棲甲虫は確認されなかった
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からである。1981年7月13日から19日にかけて本会OBによりゲンゴロウ科9種，ガム

シ科8種など20種近くの水棲甲虫が採集されているが、当時は余多川流域や後欄，新城

をはじめ島内各地に水田が散在しており、これらの種が個体群を維持していくのに適当

な環境であったと考えられる。なお、この時は大山の自衛隊基地の灯火でも数種採集さ

れているが今回はここでは死骸さえも確認されていない。
大山～大津勘では主にピーティングを行ったが、大山～瀬利覚で採集されたものとほ

ぼ同じであった。

知名では灯火採集によりオオミイテラゴミムシやタイワンカブトムシ，シロアナアキ

ゾウムシなどが、内書名浜ではゴミムシダマシの1種が得られただけである。

ところで、本島では1980年代後半に初めてタイワンカブトムシが確認され、昨年など

はその被害が問題になったようであるが、今回はほとんど見かけなかった．毎晩灯火採

集を行った結果得られた成虫が2頭（死骸を含めると5，6頭）であることからして我

々が滞在中の本種の個体数（成虫）は田中ら（1992）の報告に照らし合わせるとやや少

なかったと考えられる。
以下、リストを示す。

〔永田〕

Iハンミョウ科Cicindelidae

l．コハンミョウCた血おJα融αrk

大山：（lex．，14．Ⅶ，永田）（2exs‥15．Ⅶ，藤田）

2．シロヘリハンミョウCたf感eJd乃如id血

大山：（2exs．，17．Ⅶ，姫野）

田皆岬：（2exs．，18．Ⅶ，永田）

11オサムシ科Carabidae

3．オオアオモリヒラタゴミムシ伽J畑地7追加

大山：（4exs．，16．Ⅶ，永田）（4exs‥16．Ⅶ，藤田）（3exs．，17．Ⅶ，姫野）

瀬利覚～大山：（3exs．，20．Ⅶ，永田）

4．オキナワケプカゴミムシrrた加治由：血氾血mk

大山：（lex．，17．Ⅶ，永田）

5．コアトワアオゴミムシC相磯椚ねぎ血糊娩r

大山：（lex．，15．Ⅶ，藤田）

瀬利覚：（lex．，14．Ⅶ，永田）（lex．，18．Ⅶ，姫野）

6．オオアトポジァオゴミムシC〃de乃び古癖由乃S

大山：（lex．，16．Ⅶ，永田）

7．ブロンズクビナガゴミム‘シα如肋凋粉bJJcα

知名：（lex．，18．Ⅶ，姫野）

8．アオヘリアトキリゴミムシ鋤ⅧJ血血加

瀬利覚～大山：（lex．，14．Ⅶ，永田）

9．アオヘリホソゴミムシ拗ね伽通

大山：（lex．，17．Ⅶ，姫野）（lex‥19．Ⅶ，永田）（lex．，20．Ⅶ，藤田）

IlTクビポソゴミムシ科Brachinidae

lO．オオミイデラゴミムシ．物的び．如仰臆

瀬利覚：（2exs．，14．Ⅶ，姫野）
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Ⅳゲンゴロウ科Dytiscidae

ll．セスジゲンゴロウ属の1種Cb如J血印．

赤嶺：（lex．，19．Ⅶ，永田）

Vミズスマシ科Gyrinidae

l2．才オミズスマシ肋細孔由βOrfe血Jね

大山：（3exs‥17．Ⅶ，藤田）

13．才キナワオオミズスマシ餅肌ねび摺gJJ〆

大山：（5exs‥16．Ⅶ，永田）（3exsり17．Ⅶ，藤田）

Ⅵガムシ科Hydrophilidae

14．セマルガムシ（加J血成び地肌

赤嶺：（6exs．，19．Ⅶ，永田）

15．チビマルガムシノ勉′切：那g以ク乃醐

赤嶺：（3exs．，19．Ⅶ，永田）

16．ヒメガムシ蝕r乃0わが融SrlJf如

赤嶺：（lex‥19．Ⅶ，永田）

Ⅶハネカクシ科Staphylinidaeauct．

17．アオバアリガタハネカクシ蜘′ぴr如

赤嶺：（2exs．，19．Ⅶ，永田）

大山：（7exs．，16．Ⅶ，永田）（lex‥16．Ⅶ，藤田）（lex．，20．Ⅶ，藤田）

（5exs．，17．Ⅶ，姫野）

Ⅷクワガタムシ科Lucanidae

18．才キノエラブノコギリクワガタ乃面上ぴd恕i加〟ね0走加鷲′血乃び

大山：（1♀，17．Ⅶ，姫野）（1♂，20．Ⅶ，米沢）

瀬利覚～昇竜洞：（1♂，14．Ⅶ，永田）

大山～大津勘：（1♂，20．Ⅶ，永田）

19．才キノエラブヒラタクワガタ伽が虎卿0鳥f脚加彪乃SfJ

余多：（1♂，15．Ⅶ，米沢）

大山：（1♂，15．Ⅶ，藤田）（1♂1♀，16．Ⅶ，藤田）（3♀♀，17．Ⅶ，藤田）

（1早，20．Ⅶ，永田）

越山：（4♀♀，15．Ⅶ，中村）

20．オキノエラブネプトクワガタ血g比SJの那加JJfgb耽m感が

大山：（1♂，14．Ⅶ，藤田）（1♀，15．Ⅶ，永田）（1♂，15．Ⅶ，藤田）

（3♂♂，17．Ⅶ，藤田）

Ⅸコガネムシ科Scarabaeidae

21．オキナワアオドゥガネA耽靴血：成物扉郎αメ血短所

大山：（2exs．，15．Ⅶ，永田）（3exs．，17．Ⅶ，永田）（lex‥16．Ⅶ，藤田）

知名：（2exs．，14，Ⅶ，永田）

22．オオシマドゥガネ4乃澗αJαC〃α血

大山：（le）く．，15．Ⅶ，永田）

知名：（2exs‥14．Ⅶ，永田）

23．ムシスジコガネA柵Jα也ね1虜がα

大山：（lex．，17．Ⅶ，永田）
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24．リュウキュウツヤハナムグリP和也虚血如rf乃正血由

赤嶺：（lex．，19．Ⅶ，永田）

瀬利覚～大山：（lex．，13．Ⅶ，永田）（2exs．，14．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～昇竜洞：（5exs．，14．Ⅶ，永田）

25．イシガキシロテンハナムグリル血戚ね】湖面虚血（地物伽闇

瀬利覚：（1ex‥14．Ⅶ，永田）

26．タイワンカブトムシ抽r九わmros

大山：（lex．，16．Ⅶ，藤田）

知名：（lex．，14．Ⅶ，永田）

Ⅹタマム’シ科Buprestidae

27．アヤムネスジタマムシC放脚戒鰍「純血繭

昇竜洞：（lex．，17．Ⅶ，米沢）

瀬利覚～大山：（lex．，14．Ⅶ，永田）

28．アオウバタマムシ伽伽カメわ痴Cα血乃α

昇竜洞：（1ex‥14．Ⅶ，米沢）

29．オオシマルリタマムシCか如7て氾否〟g甜f∬f摺αdおr乃α乃ざ

大山：（2exs．，16．Ⅶ，米沢）（lex．，18．Ⅶ，米沢）

瀬利覚～大山：（lex．，19．Ⅶ，藤田）

30．ミドリナカポソ1タマムシα）r‘妃お触血撒鱈0柄物f

昇竜洞：（lex．，14．Ⅶ，永田）

XIコメッキムシ科Elateridae

31．ウバタマコメッキ拗れmJdね加rび

大山：（lex‥15．Ⅶ，永田）（2exs．，16．Ⅶ，藤田）

32．ヤエヤマサピコメッキ血刀脚花払S

大山：（lex．，17．Ⅶ，永田）

33．オキナワクチプトコメッキS〟egね0庵f肌fs・

瀬利覚へ′大山：（lex．，14．Ⅶ，永田）

34．アマミミドリヒメコメッキVぴfJJ血の肥血ね

大山：（lex．，14．Ⅶ，藤田）

XIIホタル科Lampyridae

35．才キナワスジポタルCび血0鳥地肌

瀬利覚～大山：（lex．，16．Ⅶ，倉園）

Xmカツオプシムシ科Dernestidae

36．ヨツモンチビカツオプシムシ鋤めf郡面r血虎び

淑利覚：（lex．，14．Ⅶ，永田）

田皆～田皆岬：（lex．，18．Ⅶ，永田）

ⅩⅣナガシンクイムシ科Bostrychidae

37．オオナガシンクイ助γ0融r光血げ．短伽疎如別海

大山：（1ex．，17．Ⅶ，永田）（1ex．，17．Ⅶ，姫野）

ⅩVカッコウムシ科Cleridae

38．ナガカッコウムシ属の1種捌0秒．

大山：（1ex．，16．Ⅶ，永田）

－25－



ⅩYlケシキスイムシ科Nitidulidae

39．アカマダラケシキスイ血液血也血好少雨お

大山：（lex．，15．Ⅶ，藤田）

田皆～田皆岬：（lex．，18．Ⅶ，永田）

ⅩⅧヒメハナムシ科Pbalacridae

40．キイロアシナガヒメハナムシ伽Jぬ措乃f舶Cび

田皆～田皆岬：（lex．，18二Ⅷ，永田）

ⅩⅧホソヒラタムシ科Silvanidae

41．乃追摺m印．

大山：（lex．，16．Ⅶ，永田）

ミツモンセマルヒラタムシに似る。体長2．7mm。

42．モンセマルホソヒラタムシCり畑珊）r〝由ぬ由血f

大山～大津勘：（lex‥20．Ⅶ，永田）

ⅩJXテントウムシ科Coccinellidae

43．クビアカツヤテントウSer昭gぴruねOJね

大山：（lex．，15．Ⅶ，永田）

田皆へノ田皆岬：（1ex．，18．Ⅶ，永田）

44．フタモンクロテントウC7・励脚7抱けOrかd〟ぴg

大山：（lex．，20．Ⅶ，永田）

45．アマミアカホシテントウCゐ〝ocor払Sα劾甥妃乃Sね
瀬利覚：（lex．

瀬利覚へ一大山：

46．ダイダイテントウ

大利覚～大山：

大皆～田皆岬：

47．ナナホシテントウ

大山：（lex．，

48．ヒメカメノコテン

大山：（2exs．，

49．オオフタホシテン

瀬利覚～大山：

瀬利覚～昇竜洞

田皆～田皆岬：

，13．Ⅶ，永田）

（lex．，20．Ⅶ，永田）

触bJfα如痴Jα

（lex．，20．Ⅶ，永田）

（2exs．，18．Ⅶ，永田）

（h∝加のね：ぷ勿由明知耽由ね

20．Ⅶ，藤田）

トウProわ′Jcα元卸融通

16．Ⅶ，永田）（lex．，19．Ⅶ，永田）

トウ物血桝がdg血由

（4exs．，20．Ⅶ，永田）

：（lex．，14．Ⅶ，永田）

（4exs．，18．Ⅶ，永田）
50．ニジュウヤホシテントウβ♪〃βC加妃びfg戒ocbU戒め

瀬利覚～大山：（1ex．，20．Ⅶ，永田）

大山：（lex．，16．Ⅶ，永田）（1ex‥17．Ⅶ，永田）（1ex‥18．Ⅶ，永田）

ⅩⅩカミキリモドキ科Oedel加eridae

51．ハイイロカミキリモFキβ0討αd7肥柁触感S

瀬利覚：（lex．，13．Ⅶ，永田）

ⅩXIアリモドキ科Anthicidae

52．ホソクビアリモドキ紬r加地乃びた）如re柁gfs

大山土日ex．，13．Ⅶ，永田）（2exs．，17．Ⅶ，永田）
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瀬利覚～大山‥（5exs．，．14・Ⅶ，永田）

田皆～田皆岬：（2exs．，18．Ⅶ，永田）

ⅩXITゴミムシダマシ科Tenebrionidae

53．コスナゴミムシダマシQ繊細町のrねce混村

瀬利覚：（2exs．，18．Ⅶ，姫野）

54．才オクビカクシゴミムシダマシ肋旭fscαrf乃（虎従ざ

瀬利覚～大山：（4exs．，14．Ⅶ，永田）

大山：（lex．，17．Ⅶ，永田）（2exs．，17．Ⅶ，藤田）

（lex．，18．Ⅶ，永田）（1ex．，19．Ⅶ，藤田）

55．へリアカゴミムシグマシg血ゐfcJめれがfs

（lex．，17．Ⅶ，姫野）

（2exs．，20．Ⅶ，永田）

大山：（2exs．，15．Ⅶ，藤田）（lex．，20．Ⅶ，永田）

内書名浜：（2exs．，19．Ⅶ，永田）

56．アマミホソゴミムシダマシ〟が功兢ね犯古く珊瑚ね耶ね

知名：（lex．，18．Ⅶ，藤田）

57．オオツヤホソゴミムシグマシ此間的〟はSdれ：血Jね

大山：（lex．，17．Ⅶ，姫野）

58．カラカネチビキマワリモドキれオ相即柵乃び如J如Jo伽

大山：（1ex．，17．Ⅶ，藤田）

59．ドウイロナガキマワリ上道ro瑠〆ftのの肋瘡α乃び柑

大山～大津勘：（1ex．，20．Ⅶ，永田）

越山：（lex．，15．Ⅶ，中村）

60．セスジナガキマワリ餓ro乃g〆海曙（細物路地加

瀬利覚～大山：（lex．，20．Ⅶ，永田）

XX‖カミキリムシ科CeraJnbycidae

61．ツシマムナクポカミキリCg♪肋JdJび脚たOJor

大山：（1♀，15．Ⅶ「陣田）

62．ケプトハナカミキリC（椚捌前：ね姉別痢加

瀬利覚～昇竜洞：（lexs．，14．Ⅶ，永田）

63．リュウキュウヒメカミキリCeres短評」短m皿

瀬利覚～昇竜洞：（4exs．，14．Ⅶ，永田）

64．チャイロヒメカミキリCeれ矧如叩．彿感飽

瀬利覚～大山：（lex．，16．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～昇竜洞：（1ex．，14．Ⅶ，藤田）

65．ホソガタヒメカミキリCgr由比柑eJo昭吻肌

大山：（lex．，17．Ⅶ，藤田）（lex．，20．Ⅶ，勝田）

瀬利覚～大山：（1ex．，14．Ⅶ，藤田）

66．ブタオピミドリトラカミキリC〃0rP♪力orび稲田肥α乳げ

瀬利覚～大山：（2exs．，20．Ⅶ，永田）

瀬利覚～昇竜洞：（lex．，14．Ⅶ，永田）

大山：（lex．，16．Ⅶ，永田）（lex．，20．Ⅶ，藤田）

67・．ヨツスジトラカミキリC〃07瑚血れびく両軸眈九m通び

瀬利覚：（lex．，16．Ⅶ∴藤田）
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瀬利覚～大山：（3exs．，13．Ⅶ，永田）

瀬利覚～昇竜洞：（4exs‥14．Ⅶ，永田）

68．オオシマウスアヤカミキリβ泌叱わ〆αOSわ取椚α

田皆：（lex‥18．Ⅶ，永田）

69．ナカジロゴマフカミキリ〟8mた0乃00財乃Oer血脈乃SS

大山：（1ex．，14．Ⅶ，永田）（1ex．，15．Ⅶ，永田）（4exs．，16．Ⅶ，永田）

（2exs．，16．Ⅶ，藤田）（lex．，17．Ⅶ，永田）（2exs．，17．Ⅶ，姫野）

（lex．，19．Ⅶ，藤田）（2exs‥20．Ⅶ，永田）

瀬利覚：（lex‥13．Ⅶ，永田）

田皆：（lex．，18．Ⅶ，永田）

70．アトモンチビカミキリ劫伽αわの前加

瀬利覚～大山：（2exs．，13．Ⅶ，永田）（3exs‥14．Ⅶ．永田）

田皆岬：（2e）くS．，18．Ⅶ，永田）

71．アヤモンチビカミキリ蜘01甘地0々f乃Og血is

赤嶺：（1♀，19．Ⅶ，永田）

大山：（2♀♀，14．Ⅶ，永田）（4exs．，20．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～大山：（2♂♂2♀♀，13．Ⅶ，永田）（lex．，16．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～昇竜洞：（lex‥14．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～知名：（lex．，18．Ⅶ，藤田）

田皆～田皆岬：（1♂5♀♀，18．Ⅶ，永田）

72．アラキドゥポソカミキリ価脚好1吻雌血Yc彪加灯虜M

大山：（1ex．，15．Ⅶ，永田）（2exs．，17．Ⅶ，永田）（1ex．，18．Ⅶ，藤田）

（4exsり19．Ⅶ，藤田）（lex‥20．Ⅶ，永田）（llexs．，20．Ⅶ，藤田）

73．オキノエラブドウポソカミキリ伽乃0加のff地鳥fα7班

大山：（lex．，20．Ⅶ，永田）

74．オオシマドゥポソカミキリ〟メJf滅α（畑地恥侶

瀬利覚～昇竜洞：（lex‥14．Ⅶ，永田）

75．サピアヤカミキリ月蜘0奴Urα

大山：（1ex．，14．Ⅶ，永田）

瀬利覚：（lex‥20・Ⅶ，永田）（4exs・，芋0・Ⅶ，藤田）

76．ワモンサピカミキリ肋わ的icdmJ血

大山：（lex．，14．Ⅶ，永田）（2exs．，20．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～知名：（lex．，18．Ⅶ，藤田）

77．オキノエラブハネナシサビカミキリ触ねJeg伽f如mfS

大山：（3exs．，20．Ⅶ，永田）

78．オキナワキポシカミキリ凸肋加血〝α犯f癖r感fα

大山：（1♂，17．Ⅶ，永田）

瀬利覚～大山：（1♂1♀，16．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～昇竜洞：（l♀，14．Ⅶ，永田）

79．オキナワフトカミキリβJd蜘0財乃劇場乃払S

大山：（1♀，17．Ⅶ，藤田）（1♀，19．Ⅶ，藤田）
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80．オオシマゴマダラカミキリA7秒♪わ伽OS九加御

大山：（1♂2♀♀，14．Ⅶ，永田）（1♂，17．Ⅶ，永田）

瀬利覚～大山：（1♂，17．Ⅶ，藤田）

81．オオシマヤハズカミキリ〃瑠Cカααめf物α侶

大山：（1♀，14．Ⅶ，永田）（lex．，19．Ⅶ，藤田）（7exs．，20．Ⅶ，藤田）

82．オオシマビロウドカミキリ血地軸血痴b：（旭軸物の松

大山：（1♂，1g．Ⅶ，藤田）（1♂，20．Ⅶ，永田）（2♂♂1♀，20．Ⅶ，藤田）

83．ムツポシシロカミキリOJ離脱湖ゆ短Sl触れm肪

瀬利覚：（1ex．，15．Ⅶ，藤田）

84．オキノエラブコプヒゲカミキリ凡αわ〆乃α0鳥乃培血相乃α

大山：（1♂4♀♀，16．Ⅶ，永田）（lex．，16．Ⅶ，藤田）（3exs．，17．Ⅶ，藤田）

（5exs．，19．Ⅶ，藤田）（2♂♂3♀♀，20．Ⅶ，永田）（3exs．，20．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～知名：（lex．，18．Ⅶ，勝田）

85．リュウキュウドイカミキリ扱ガαざ〟αぴ0柑rねg虎び

大山：（lex．，20．Ⅶ，永田）（lex．，20．Ⅶ，藤田）

86．リュウキュウルリボシカミキリGJα肥αC力Jo珊弼α

漱利覚～大津勘：（1ex．，16．Ⅶ，永田）

XXⅣハムシ科ChrysoD）elidaeauct．

87．ニセウスイロサルハムシ及び〃e如1ばれひ憫αf

大山：（2exs‥17．Ⅶ，永田）

88．オキナワイモサルハムシ（hJ繊皿dUr極m闇

大山：（3exs．，17．Ⅶ，永田）

このうちの2個体はイモサルハムシのような青藍色をしている。なお，上麹側方

には本種の特徴とされる不規則な横しわが明らかに認められる。瀬利覚～大山：（lex．，14．Ⅶ，永田）（lex‥16．Ⅶ，藤田）（2exs．，20．Ⅶ，永田）

瀬利覚～知名：（2exs．，18．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～昇竜洞：（3exs．，14．Ⅶ，永田）

89．アカガネサルハムシ血γd力f乃地坪g孜訂／励／倣力行耽故SWff

大山：（lex．，14．Ⅶ，永田）

瀬利覚～大山：（1ex．，16．Ⅶ，藤田）（lex．，20．Ⅶ，永田）（le責．，20．Ⅶ，勝田）

田皆～田皆岬：（lex．，18．Ⅶ，永田）

90．オオミドリサルハムシ用如r脚わ如血び彫物強f

瀬利覚～大山：（3exs‥14．Ⅶ，永田）

91．ツツサルハムシA財γぴS允痛打乃ef

瀬利覚～大山：（2exs．，14．Ⅶ，永田）

瀬利覚～昇竜洞：（2exs．，14．Ⅶ，藤田）

92．シャシャンポサルハムシCcIね甥的血惣ゞ．九由必

大山：（lex．，16．Ⅶ，永田）（lex‥17．Ⅶ，永田）

田皆～田皆岬：（lex．，18．Ⅶ，永田）

93．ウリハムシA。αCO伽rα拗ね

赤嶺：（lex．，19．Ⅶ，永田）

瀬利覚：（2exs．，13．Ⅶ，永田）（2exs．，20．Ⅶ，永田）
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瀬利覚～大山：（lex・，．16・Ⅶ，藤田）

′瀬利覚～昇竜洞：（1ex．，14．Ⅶ，永田）

田皆岬：（lex‥18！Ⅶ，永田）

94．フタイロウリハムシAddCO如和地Jor

瀬利覚～知名：（lex．，18．Ⅶ，勝田）

95．ヒメクロウリハムシ血血αが脚Ⅶl物面前

瀬利覚：（7exs．，20．Ⅶ，永田）

96．オキナワイチモンジハムシ般）坤奴嘲肋CPer扉βα

大山：（13exs‥2q．Ⅷ，永田）、

瀬利覚～大山：（lex．，14．Ⅶ，永田）（lex‥19．Ⅶ，藤田）（lex．，20．Ⅶ，藤田）

97．カミナリハムシ〟と比視CJ旭乃eα

赤嶺：（2exs‥19．Ⅶ，永田）

大山：（lex．，17．Ⅶ，永田）

瀬利覚～大山：（lex．，13．Ⅶ，永田）

田皆～田皆岬：（Gexs．，18．Ⅶ，永田）

98．ヨツモンタマノミハムシS〝泌〝血く抑仇か血胞盈ね血虎

大山：（lex．，16．Ⅶ，永田）

瀬利覚～昇竜洞：（lex．，14．Ⅶ，藤田）

田皆～田皆岬：（1ex．，18．Ⅶ，永田）

99．タテスジヒメジンガサハムシα脱瘡血Ci†℃地

瀬利覚～昇竜洞：（2exs．，14．Ⅶ，永田）

田皆～田皆岬：（10exs．，18．Ⅶ，永田）

100．イチモンジカメノコハムシr〟繊血cr伽即

大山：（2exs‥17．Ⅶ，永田）

瀬利覚～昇竜洞：（lex‥14．Ⅶ，永田）

Ⅹ】【Vヒゲナガゾウムシ科Anthribidae

lOl．ワタミヒゲナガゾウムシ属の1種油Ⅶ甜Ⅶ印．

大山～大津勘：（lex．，20．Ⅶ，永田）

・瀬利覚～大山：（1ex‥13．Ⅷ，永田）

XXⅥオトシブミ科Attelabidae

l02．オトシブミ科の1種Attelabidaesp．

大山：（lex．，16．Ⅶ，永田）

一見セアカチョッキリに似る。属名は不明。
ⅩⅩⅦゾウムシ科Curculionidae

lO3．ハイイロクチプトゾウムシC力め血加地お花ⅡS

大山：（3exs‥20．Ⅶ，勝田）

田皆：（3exs‥18．Ⅶ，永田）

104．サカグチクチプトゾウムシ伽伽拗音

瀬利覚：（1ex‥13．Ⅶ，永田）

105．オキナワクワゾウムシ即ね彿Wl耽れ

瀬利覚～大山：（2exs．，13．Ⅶ，永田）（4exs‥15．Ⅶ，藤田）

瀬利覚～昇竜洞：（2ex畠．，14．Ⅶ，永田）
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田皆：（・2exs．，18．Ⅶ，永田）

106．ホソヒョウタンゾウムシ5脚如a刀がdSC，・伽のJk

大山：（2exs‥17．Ⅶ，永田）

大山～大津勘：（lex．，20．Ⅶ，永田）

瀬利覚～大山：（5exs．，14．Ⅶ，藤田）（3exs．，20．Ⅶ，永田）

瀬利覚～知名：（lex‥18．Ⅶ，藤田）

田皆′し田皆岬：（2exs．，18．Ⅶ，永田）

107．コフキゾウムシ蝕g乃励びdf虎f7打と払S

瀬利覚～大山：（lex．，13．Ⅶ，永田）（3exs．，14．Ⅶ，永田）

108．アルファルファタコゾウムシ〝のおrd如虜Cα

大山：（2exs．，16．Ⅶ，永田）

109．シロアナアキゾウムシ供血封建；1死棍扉

大山：（lex．，17．Ⅶ，永田）

瀬利覚：（lex．，15．Ⅶ，藤田）

知名：（lex．，14．Ⅶ，永田）

110．ヒラヤマメナガゾウムシ血JαS／かの切疲
瀬利覚：（lex‥14．Ⅶ，永田）

田皆：（1ex．，18．Ⅶ，永田）

111．トゲオクロクチカクシゾウムシ

大山：（2exs．，17．Ⅶ，永田）

（lex．，20．Ⅶ，藤田）

XXⅧオサゾウムシ科

伽プJJfg　盈加地びS

（4exs．，17．Ⅶ，藤田）（lex．，19．Ⅶ，藤田）

Rhynchophoridae

112．オオゾウムシぶ如Jmβgfgαざ

大山：（lex．，15．Ⅶ，藤田）

113．バナナツヤオサゾウムシ仇bflわrぴJo乃gたdJね

瀬利覚～大山：（4exs．，19．Ⅶ，藤田）（5exs．，20．Ⅶ，永田）

Ⅹ】【Ⅸナガキクイムシ科Platypodidae

114．ソトハナガキクイムシC7℃血相びe地r徽ね1虎慶び

大山：（lex．，15．Ⅶ・，永田）

Ⅹ】【Ⅹキクイムシ科Scolytidae

ll5．ユズリハノキクイムシズyJe反）用Sと伊切虎び

大山：（1ex．，15．Ⅶ，永田）
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岡島秀治・山口進（1988）検索入門クワガタムシ．保育社．

高井泰（1991）1981年沖永艮部島合宿．LEBEN，（21）3ト45．鹿児島大学生物研究会．
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チョウ類の採集・観察記録

網野敦子・倉薗憲

沖永良部島に行くのは，この合宿で2回目だった。親の仕事の関係で，小学校4年か

ら6年までは，奄美で過ごしていた。ノト学校5年の時，観光ついでに採集しようという

気持ちで沖永良部島に行ったことがあった。西暦に直すと1984年のことだ。その当時，

沖永良部島に，コノハチョウがいるという噂が流れ，やっきになって探したが，コノバ

チョウの習性や棲んでいる環境など何も調べずに行ったので結局見つからなかった。だ

から．今度の合宿では是非コノバチョウを捕まえたいと思っていた。7月13日量過ぎ沖

永良部島に着き，早速近くを歩き回った。昇竜洞の出口付近の木にバナナトラップを仕

先輩と一緒に待った．今日は，コノハチョウは来ないだろうと，諦めて帰ろうとした時

頭上の葉上にバッと綺鹿な蝶が舞い降りてきた。それが・，求めていたコノハチョウだっ

たのだ。今回の合宿でコノバチョウを採ったのは，僕が最初だった。その時は，とても

感動したが合宿も最後の方になってくると，あまり珍しいと思わなくなってしまうほど

沢山いた。10年前の合宿では「コノハチョウを見た。」と言った人がバカにされたそう

だが，今合宿においてはコノハチョウを採れなかった人はいなかった。むしろ，10日も

いてコノハチぎりを採れなかった人は，バカにされていただろう。これでも最盛期の頃

に比べると減っているそうだ。僕はコノハチョウを9匹も採った。でも，これからは持

っていない蝶だけを集めるようにしたい。1年の最初の夏合宿としては，かなり，充実

していたのではないかと思う。 〔倉囲〕

1992年7月13日～21日まで，沖永良部島の南西部の集落を中心にチゴウの採集・観察

を行った。その結果，迷チ．ヨウを含む8科40種の蝶類が確認された。これは迷蝶とされ

ているマルハネルリマダラ・ツマムラサキ・メスアカムラサキ・リュウキュウムラサ辛

を除くと，沖永良部島で土着，あるいは土着がまだ確認されずに記録されている種（＊1）

の約77％にあたる。また，新記録のクロボシセセリが成虫で採集され，今後の動向に興

味が持たれる。このような今回の合宿の採集記録とリストの詳細は別記のとおりである。
しかし，リストは各人の採集記録を中心にまとめたものであり，観察範囲のチョウ相を

十分に反映しているとは思われない。そこで今回は島の3地点間のチョウの種類・目撃

個体数と合楕期間中のチョウの訪花をまとめてみた。

＊1：大坪修一・田中洋（1988）鹿児島県産蝶類・市町村島別分布表

SATSUMA37（100）：230－231

観察方法

チョウの、種類・目撃個体数は，7月13日～21日までの合宿期間中，沖永良部島南西部

の3地点間において観察を行った。原則として観察するコースの前後・左右・上方に目

撃することのできる成虫の個体を全て記録し，同定の困難な種は捕獲後，確認し，放逐

した。また，採集個体も個体数に含め，できるだけ同一個体は重複して数えないように

した。
チュウの訪花は合宿期間中の目撃記録をもとにまとめた。訪花した種名・目撃日・場
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所の他，目撃時間も確実なデータは合わせて載せた。訪花植物はその場で同定したが，

同定の困難な種は宿舎に持ち帰り同定した他，標本を鹿児島に持ち帰って，同定したも

のもある。なお，植物の同定には「フィールド版日本の野生植物」（1985．平凡社）「

日本の野生植物木本I，Il」（198g．平凡社），改訂「鹿児島県植物目録」（1986．初

島住彦．鹿児島植物同好会），「沖縄教材植物図鑑」（1982．仲真良英．沖縄時事出版

）を用いた。

結果

チョウの種類・目撃個体数

〈瀬利覚～大山〉

瀬利覚から大山までのコースでは7月14日は16種104個体，7月15日は14種98個体が

観察できた。（Tablel・Table2）

（Tablel）7月14日　9：29＿＿丁．－19：亭0＿1時間

種

名

ア　 シ　イ リ　ナ　 ヤ　 ツ　ナ モ　 キ　ル　 タ　モ　　 タ　カ　ア

l十

オ　 ロ　シ　 ュ　ミ　マ　マ　ガ　 ン　チ リ　テ　 ン　　 イ　バ カ
ス　オ ガ　 ウ　エ ト　グ サ　中　 立　タ　ハ　 キ ク　ワ　マ　 タ

ジ　 ピ　ケ　 キ　 シ　 シ　ロ　キ　ア ．ウ　テ モ　チ　 ロ　 ン　 ダ テ

ア　ア　チ　 ユ　ロ　 ジ　ヒ　ア　ゲ　　 ハ ド　 き　ポ　 ・ラ　バ
ゲ ゲ　 ヨ　ウ　チ‾ミ　 彗　ゲ バ　　　　 キ　 ウ　シ

ハ　ハ　 ウ　 ミ　 ヨ　　 ウ ーハ　　　　　　　　 ’シ

ス　 ウ　　 モ　　　　　　　　　　　 ジ

ジ　　　　 ン　　　　　　　　　　　 、

数 説　お 11 7　4　4　4　 3　 2　2　2　 2 1 1　 1 1 拗

（Table　2）7月15日　8：55～9：55　1時間

種

名

シ　ア　イ　ナ ヤ　ツ　ツ モ リ　モ ナ ヒ　キ カ

寓十

ロ　オ　シ ガ マ　マ　マ　ン　 ユ　ン　ミ　メ　チ バ

オ　ス　ガ サ ト　グ ペ キ　ウ　キ　エ ア　 立　マ
ピ　ジ ケ　キ　シ　ロ　ニ チ キ ア　シ カ　ウ　ダ

ア　ア チ　ア　ジ　ヒ チ　 已　ユ グ ロ　タ　　 ラ

ゲ ゲ　 ヨ　ゲ　 ミ　 已　ヨ　ウ　ウ　ハ　チ テ

ハ　ハ　ウ　ハ　　 ウ　ウ　　 ミ　　　 望　ハ
モ　　　　 ス　　 ウ

ン　　　　 ジ

数 詑 飢 13　4　4　 4　 3　3　3　 2　2　2 1 1 鵠

このコースでは比較的多くの種が目撃され，蝶影が濃く感じられた。中でもシロオピ

アゲハ・アオスジアゲハ・イシガケチョウの個体数が目立つ。イシガケチョウは集落内

で目撃する個体数よりもはるかに多い。森林部の林緑を含むコースであるためだろう。

く田皆～田皆岬〉

田皆から田皆岬までのコースでは13種52個体を観察した。
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（Table　3）7・月16日　10：40～ll：15　35分

種

名

シ　 ア ヤ キ モ モ　 ツ　ツ　テ カ　 リ リ ・メ

言十

ロ ．オ　 マ　チ　 ン　ン　マ　マ　 ン バ　 ・ユ　ユ ス
オ　 ス ト　 ヨ　シ キ　 グ ペ グ マ　　 ウ　 ウ ア

ピ　 ジ シ　ウ　 ロ　チ　 ロ　ニ チ　 タ ア・キ キ カ

ア　ア　 ジ　　 チ　 ぎ　ヒ　チ　 ま　う　サ　 ユ　 ユ　ム
ゲ ゲ　 ミ　　 慮　り　 き　き　ウ　　 ギ ウ　ウ　 ラ

ハ　ハ　　　 ウ　　 ウ　 ウ　　　 マ　　 ミ　サ

モ　　　　　 ダ　　 ス　 キ
ン　　　　　　 フ　　 ジ

数 13　8　 8　 6　5　 3　3 1 1 1 1　 1 1 望 ・

観察時間が〈瀬利覚～大山〉に比べ短いので一概には比較できないが，ヤマトシジミ

がシロオビアゲハ・アオスジアゲハについで多いこと，新たにモンシロチョウがみられ

るのはこのコースの特徴であると思われる。ヤマトシジミの食草のカタバミ（カタバミ

科）が海岸付近・耕作地脇・集落内によくみられ，モンシロチョウの食草となる栽培ア

プラナ科も集落周辺にみられるためであろう。

集落を出ると両側はサトウキビ畑などの耕作地で，平坦なアスファルト道が続く。モ

クマオウ以外の樹木も目立たず，海からの風が直接吹き渡って来る。観察日は風が強く

また，田皆の集落内に比べてチョウ類の訪花も少なかった。訪花植物の種類も少ない。

多くの種は飛翔中であったが，メスアカムラサ辛が岬で，また観察時間外にはリュウキ

ュウムラサキが田皆集落の民家の外れでテリトリーを張っていた。

〈瀬利覚～ガジマル辻（芦清良）〉

瀬利覚～ガジマル辻（芦清良）までのコースでは9種40個体が観察できたふ

（Table4）7月18日10：30～11：1545分

種

名 ・

シ　ア　モ　 ツ　モ　 キ　モ　ナ　 タ

計

ロ　オ　 ン　マ　 ン　チ　 ン　ミ　テ

オ　 ス　シ　 グ キ　 ぎ　キ　エ　ハ

ピ　ジ　ロ　 ロ　チ　ウ　 ア　シ　モ

ア　 ア　チ　 ヒ　 ヨ　　 ゲ　 ロ　 ド

ゲ　 ゲ　 き　 き　ウ　　 ハ　チ　 キ

ハ　ハ　 ウ　 ウ　　　　　　 ヨ
モ　　　　　　 ウ

ン

数 は　8　 7　 6　2　 2　 1 1 1 40

集落間のバス道路上で観察した。バス道路より下は海岸部まで耕作地である．集落内

では多いツマペニチョウは，ここでは観察されていない。集落周辺に多いモンシロチョ

ウがみられたほかは，全体的IC蝶影は薄い。集落内に比べ集落間の道路上はチョウの種

類・個体数ともに少ない。観察時間が遅かったこともあるが，訪花植物・食草などチョ

ウをとどめる要因も貧弱であるためと思われる。
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訪花植物

以下は，チョウ（成虫）の訪花を植物ごとにまとめたも．のである。吸蜜と単なる飛来

との区別が曖昧だったため，どちらも訪花としてとらえた。

色 訪　 花　 植　 物 チ ョウ （成虫 ）の種 ・目撃 日，時刻 ，場所

桃 ニチ ニチ ソウ　再り〃 け科

ノアサガオ　 ヒルが珊

シ吋ピアゲハ（16日，庸一田帥 ，13 ：30 ，1糟）チャバネセセリ（17日．，10 ：15

色

紅

，糾 ）

ヤマトシジミ（168 ，庸一田帥 ）

アレチハナガサ クマップ珊

クマ ツヅラ クマップラ杵

シ吋ビアか （15 日，9：40 ，馴寛一大山）け Jウ（1鋤 ，田皆一田帥 ）

モンシロチ，ウ（17 日，10 ：15 ，鯛 ）

けヨウ（18日，14 ：10 ，掴 ）ヤマトシジミ（16日，田皆－鵬l ，14 ：10 ，田暫）

ウスペ ここガナ　 寺川 ヤマlシジミ（1用 ，10 ：15 ，桝 ）

ヒギ リ クマツヅラ丹 モン辛アゲハ（13 日，16 ：45 ，昇綿 ）

色

橙

色

ダン ドク　ダンrク科 シ叫ビアゲハ（1卵 ，14 ：25 ，紺 ）

ハ イビスカス （1プソウゲを帥 ） シ叫ビアゲハ（18日，12 ：50 ，．削 ）ナガサキアゲハ（17日，12 ：55 ，大山・18

7才欄

ラン タナ クマップ珊

日，12 ：50 ，鳥山）手チョウ（1欄 ，12 ：55 ，大山）ツマベニチ，ウ（13日，l槻

・17日，12 ：50 ，鍾山）

タテハモrキ（16 日，田榊 ）

黄

色

白

色

マメ科 ササ ゲ属 （V igna ）

の一種

シナガ ワハ ギ　マ欄

ウラナミシジミ（188 ，14 ：20 ・，紺 ）

ヤマトシジミ（16 日，l帽一田帥 ）

ツル ソバ ク珊 キチIウ（16日，踊瑚帥 ）

マサキ　 ニシ牛用 アオスジアゲハ（17 日，11：10 ，鯛 ）

リュウキ ュウボタ ンツル

キンポウ爛

アワユキセ ン ダングサ類

シロ枇アゲハ（1用 ，17 ：45 ，帥寛一棚 ）

アオスジアゲハ（15日，脚順一大山）シ吋ピアゲハ（188 ，10 ：45 ，耕 ）モンキチ

手相 （甜花・白色，削椛・黄色）

′　 クサギ クマップ珊

マメグンバ イナズナ　 7 1ラ用

ヨウ（15日，9 ：15 ，．削寛一柚 ）ヤマトシジミ（15日，9：07 ，削牒一大山）ツマ

グロヒ，ウモン（15日，濃I帽一大山）ヒメ7カタテハ（15日，馴寛一大山）タテハモ持

（18 日」4：‾25 ，紺 ）

シ吋ピアゲハ（15日，9：33 ，轟順一大山・1鯛 ，14 ：55 ，榊一大山）モンキ7

ゲバ（1明 ，14：55 ，棚一大山）州サキアゲハ（18日，14 ：55 ，棚 一大山）

モンシロチ！ウ（17日，9 ：45 ，劃断 舶 ）

テ リハ ノブ ドウ 1r珊 7オスリアゲハ（18日，14 ：00 ，虐山一棚 ・19日，14 ：15 ，絹の　 シ吋ビアゲハ

（19日，14 ：15 ，媚削 ナミエシロチlウ（188 ，11：10 ，芦糾 ，14 ：00 ，鐘

山一朋 ・198，14 ：15 ，梢鋼）

－35－



終わりに’

以上の目撃記録の一部は鱗週目リストに載せたが，多くは割愛した。

チョウがなぜそこにいるのか，チョウの種類・個体数からチョウの’“環境”がみえて

こないだろうか，といつも思っているのだが，観察時間・観察地の選択・観察回数など

の配慮がまだ足りないことが多い。短期の合宿ではあるが，その間にできるチ琵り頬相

の把握をどういう方法で進めるかが課層であると考える。定まった視点を持たなければ

ならない。
〔桐野〕

鱗麹目LEPIDOPTERA

Iアゲハチョウ科Papilionidae

l．ジャコウアゲハ〟rqp加撒弛れ2αJc血）び

大山：（目撃lex．，18．Ⅶ，網野）（1♂，18．Ⅶ，倉固）

2．アオスジアゲハGrα的f抑Sαr如血乃

大山：（1♂，15．Ⅶ，桐野）（lex．，18．Ⅶ，米沢）（lex．，20．Ⅶ，米沢）

漱利覚～大山：（1♂，15．Ⅶ，網野）

3．アゲハ瑚わ羽広如け

昇竜洞～大山：（lex．，17．Ⅶ，米沢）

他の目撃，採集なし。

4．シロオピアゲハ鋤〆Jわ如J如

大山：（1♀，15．Ⅶ，倉園）（1♂，18．Ⅶ，倉園）（1♂2♀♀，18．Ⅶ，米沢）

淑利覚～大山：（1♂1♀，14．Ⅶ，洞野）

山地の林線・集落周辺・海岸付近で多数目撃できた。

5．モンキアゲハf軸繭わノ柄物惜

大山：（1♂，15．Ⅶ，桐野）（1♂，18．Ⅶ，倉園）

6．ナガサキアゲハ鋤かJlb椚卯研

大山：（1♀，18．Ⅶ，倉園）（1♂，18．Ⅶ，米沢）

後腑：（2♀♀，18．Ⅶ，桐野）

昇竜洞：（1♂，20．Ⅶ，米沢）

昇竜洞～水蓮洞：（1♂，17．Ⅶ，米沢）

ITシロチョウ科Pieridae

7．モンンキチョウ（力JfαgrCoJ血Jer血

越山：（1♀，16．Ⅶ，倉園）

瀬利覚～大山：（1♂1♀，14．Ⅶ，網野）（1♀，15．Ⅶ，網野）（1♂，18．Ⅶ，倉園）

7月20日，徳時から海岸部へ向かう道路脇のシナガワハギでlex．がチプサトゲ

グモに捕食されていた。

8．ウスキシロチョウ伽〟わ柵′妃

昇竜洞：（目撃lex．，15．Ⅶ，洞野）

昇竜洞～大山：（lex．，17．Ⅶ，網野）

15日，12：00頃，昇竜洞入口でシロオビアゲハ・ナミエシロチョウ・ツマベこチ
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ヨウ他6種のチョウとともに飛翔していた、．ギョポクやミカン類が植えられている。

目撃はどちらもギンモン型。

9．キチョウだ仰げerαS触鹿

瀬利覚～大山：（1♂，14．Ⅶ，桐野）（2♀♀，15．Ⅶ，網野）

田皆～田皆岬：（1♀，16．Ⅶ，網野）

10．ナミエシロチョウ軸かαgr地物卯ノ如伽摘旭

大山：（2♂♂1♀，15．Ⅶ，網野）（1♂，17．Ⅶ，倉園）（1♀，18．Ⅶ，倉園）

（1♀，18．Ⅶ，米沢）（1♂，20．Ⅶ，米沢）

瀬利覚：（1♀，13．Ⅶ，網野）

18日，15：15頃，後蘭～大山に向かう林道で1♀が食草のツゲモドキに産卵をし

ていた。

11．モンシロチョウPieγfsrArbgefαノ吻

瀬利覚：（1♀，14．Ⅶ，桐野）

12．ツマベニチョウ〟e加fαgJαぴC仲卸

大山：（2♂♂，14．Ⅶ，桐野）（1♂，18．Ⅶ，倉園）（1♀，19．Ⅶ，網野）

昇竜洞～水蓮洞：（1♂，17．Ⅶ，米沢）

1日シジミチョウ科Lycaenidae

13．ムラサキシジミ〟α用地仇Z永奴吻也

大山：（1♀，14．Ⅶ，桐野）

14．イワカワシジミA姥f如e研

大山：（卵3exs‥幼虫2exs．，15．Ⅶ，桐野）（1♀，18．Ⅶ，倉園）

昇竜洞～水蓮洞：（1♀，17．Ⅶ，米沢）

15．ウラナミシジミ捌おぬ虎加

後蘭：（目撃lex．，18．Ⅶ，網野）

16．アマミウラナミシジミ〃感血勉ln孔旭

大山：（1♂，14．Ⅶ，桐野）（1♂，14．Ⅶ，倉園）（1♂，15．Ⅶ，網野）

（1♀，19．Ⅶ，溝口）

17．ヤマトシジミ触班bzfzeerfd耽血

後蘭：（1♀，18．Ⅶ，桐野）

瀬利覚～大山：（1♂，14．Ⅶ，桐野）

田皆～田皆岬：（1♂1♀，16．Ⅶ，桐野）

徳時～屋子母：（1♀，19．Ⅶ，網野）

18．シルビアシジミZfzf7妃‘0がS

大山：（1♂1♀，14．Ⅶ，桐野）

瀬利覚～大山：（1♀，14．Ⅶ，網野）

屋子母海岸：（3♂♂1♀，20．Ⅶ，桐野）

19．タイワンクロボシシジミ舶gf血徹がの旭

大山：（lex．，13．Ⅶ，網野）（lex．，15．Ⅶ，網野）

越山：（lex．，15．Ⅶ，桐野）
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Ⅳ　テングチョウ科　Libytheidae

20．‘テングチョウ　上物　αJ亡fs

大山：（目撃lex．，15．Ⅶ，桐野）（1♀，15．Ⅶ，倉囲）

田皆：（目撃lex．，16．Ⅶ，桐野）

V　マダラチョウ科　Danaidae

21．カ．ハマダラ　血0gね（カrj感触

．瀬利覚：（1♀，14．Ⅶ，網野）

瀬利覚～大山：（2♀♀，15．Ⅶ，・網野）（1♀，17．Ⅶ，桐野）

田皆～田皆岬：（1♀，16．Ⅶ，網野）

徳時：（1♂，14．Ⅶ，倉園）（2♂♂，17．Ⅶ，倉園）

16日，田皆集落外れの耕作地脇に生えていた，食草のトウワタ7本を調べてみた。

食　 草 a b c d e f g

卵　 数 1 0 0 2 1 3 0

幼　 虫　 数 2 2 2 0 2 2 2

体 長 （… ） 4 ，7 7 ，7 7 ，17 　／ 10 ，4 5 ，8 18 ，7

22．スジグロカバマダラ助J感肌zr血駅前Jj卿感知

赤嶺：（目撃1ex．，18．Ⅶ，米沢）

他の目撃・採集なし

23．アサギマダラ伽rα乃亡ねα．威由

大山：（1♀，15．Ⅶ∴洞野）

24．リュウキュウアサギマダラ1（ね0如fsr勉お花αノSf感Jね

大山：（1♂，18．Ⅶ，網野）

田皆～田皆岬：（1♂，16．Ⅶ，桐野）

25．マルハネルリマダラ伽♪Jo¢αね捏Cα戒通瑠

瀬利覚：（1♂，13．Ⅶ，桐野）

他の目撃・採集なし

26．ツマムラサキマダラ蝕が（詑α柑扉d玩灯

大山：（1♂，18．Ⅶ，米沢）

昇竜洞：（1♂，15．Ⅶ，米沢）

昇竜洞～水蓮洞：（1♂，17．Ⅶ，米沢）

他の目撃・採集なし

17日，昇竜洞～水蓮洞で得られた1♀を鹿児島で飼育。8月26日～9月1日の間

に1卵が貯化，クワ科のアコウを与えて9月7日に輔化，15日に1♀が羽化した。

その後，母蝶は10月3日まで生きた。

YIタテハチョウ科NyJnPhalidae

27．ツマグロヒョウモンA柳びわ如rかび
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瀬利覚～大山：（・1♀，14．Ⅶ，桶野）

田皆：（1♀，16．Ⅶ，網野）

28．リュウキュウミスジ〃e〆fsわけの

大山：（1♀，14．Ⅶ，桐野）（1♀，14．Ⅶ，倉園）（1♀，18．Ⅶ，倉園）

（1♀，19．Ⅶ，桐野）

瀬利覚：（1♂，14．Ⅶ，桐野）

29．ルリタテハ∬α乃fs短Cα撒Ⅸ沼

大山：（1♀，14．Ⅶ，桐野）（1♀，17．Ⅶ，網野）（1♂，18．Ⅶ，倉園）

（lex．，18．Ⅶ，米沢）（3♂訪，20．Ⅶ，倉園）

コノハチ3ウとともにトラップに好んで集まった。

30．ヒメアカタテハOJ励ね：C脚破戒

瀬利覚～大山：（1♀，15．Ⅶ，桐野）

31．アカタテハV（撒黒芯昔わめ．C〃

屋子母：（1♂，16．Ⅶ，桐野）

16日，14：55，カラムシ（イラクサ科）に産卵。

32．タテハモドキP和正Sと血相闇

大山：（1♂，15．Ⅶ，網野）

33．コノハチョウ∬αJJf詔αf7旭：お

大山：（1♂，13．Ⅶ，倉園）（1♀，14．Ⅶ，網野）（4♂♂1♀，15．Ⅶ，網野）

（1♀，16．Ⅶ，米沢）（1♀，17．Ⅶ，倉園）（1♂l♀，18．Ⅶ，倉園）

（1♂1♀，20．Ⅶ，倉園）

14日，15：00頃「産卵を観察する。1卵を食草のオキナワスズムシソウに産み付

付けると，近くのシダ植物の葉上にとまって羽を全開，木漏れ日で日光浴をしてい

るようだった．

34．メスアカムラサキ糎Jfm繭伽

越山：（1♂，15．Ⅶ，網野）

田皆岬：（1♂，16．Ⅶ，桐野）

田皆岬，越山頂上で♂が占有。

35．リュウキュウムラサ車軸J初αSbJわ廻

大山：（1♂，18．Ⅶ，倉園）

越山：（1♂，16．Ⅶ，倉園）

田皆：（1♂1♀，16．Ⅶ，桐野）

徳時～屋子母：（2♂♂，20．叩，網野）

20日，徳時～慶子母の海岸寄りの道沿いでは3頭の♂がそれぞれテリトリーをは

っていた。
36．イシガケチョウC脚疲ぷ軸物び

大山：（lex‥18．Ⅶ，米沢）（1♂，19．Ⅶ，網野）（1♂，20．Ⅶ，倉園）

17日，11：10，徳時集落内のアコウに産卵。

ⅦジャノメチStウ科Satyridae

37．ウスイロコノマチョウ〟eα乃経由αわ

瀬利覚：（1♂，19．Ⅶ，桐野）
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Ⅷセセリチョウ科Hesperiidae

38．アオバセセリ伽廊お面面

大山：（1♂，19．Ⅶ，網野）（1♀，19．Ⅶ，溝口）

20日，ヤマビワの新芽上に営巣する本種の幼虫を目撃。

39．クロボシセセリ助成ugg膠かび

水蓮洞：（1ex‥18．Ⅶ，倉園）

他の目撃・採集なし

13日，昇竜洞のクロツグのある川沿いにシダ植物上を飛ぶ，本種らしい姿を見た

が…。18日の採集により19日，水蓮洞で成虫及び幼虫を捜した。中心に接したクロ

ツグには巣もみあたらなかった。

40．チャバネセセリJセわ〆お面

瀬利覚：（1♂，13．Ⅷ，網野）

田皆：（2♀♀，16．Ⅶ，桐野）（1♂1♀，18．Ⅶ，溝口）

徳時：（1♀，17．Ⅶ，網野）

徳時～屋子母：（1♂1♀，20．Ⅶ，網野）

以上，7月13日～7月21日までの沖永良部島における採集，目撃記録である。

学名及び種の配列は全て「原色日本蝶類図鑑」（保育社）によった。

〔網野〕

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．

（きりのあつこ・くらぞのけん）
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［短報］

クロボシセセリを沖永良部島で採集

倉園憲

1992年7月18日，沖永良部島の水蓮洞にてクロボシセセリSuastwgTe2Wius・ぬbricius

の成虫を採集した。沖永良部島では初記録であると思われるので報告する。本種は，沖縄

島以南には土着しているが，これより北では採集記録が少ない。

7月18日の午前水蓮洞の入口に向かう道の途中∴葉上に突然本種が飛んできてとまった。

はじめは，チャバネセセリかなにかだろうと思っていたが，後麹の裏に黒い斑があったの

でクロボシセセリと断定した。周囲の環境は，丈の高い草が密生しており薄暗く食草に成

り得るクロツグも見られた。

参考文献

白水隆（1984）原色台湾蝶類大図鑑．保育社．

福田晴夫（1984）原色日本蝶類生態図鑑（Ⅳ）．保育社．

（くらぞのけん）

Plate説明

クロボシセセリぶ戚以gg閥癖雨中永艮部島水蓮洞：（lex．，18．Ⅶ，1992，Leg．倉園）
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上甑島中津川の魚類とエビ類

永田武志

○はじめに

1992年10月2日から6日まで上甑島で本会の秋合宿が行われた。筆者は中津川で魚類

やエビ類を採集したので以下報告する。

○上甑島の位置・地形・気候

上甑島は，薩摩半島の西約40kmの東シナ海に北東から南西へ約40km連なる甑列島の最

北に位置する，面積45k諺，最高標高423mの島である。複雑に入りくんだ湾奥に小規模

な平野が見られる以外には北部に海跡湖群や陸繋砂州などの沖積地が認められるだけの

山がちな島であり，海岸は断崖になっている部分も多い．

比較的低緯度（30．50‘Nを通る）に位置し対馬海流の影響を受けるため年平均気温は

17．7。C，年降水量は2317．1mm（中甑）と温暖多雨であり，より低緯度に位置する鹿児島

市に比べて年平均気温はやや高く，年較差はやや′トさい。
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○川の説明・採集方法など

中津川は上飯島の中央部を西流する流程的3kmの甑列島最大の河川であり，中甑湾の

奥に沖積地を形成する。右岸は河口から中野集落の東端まで約1．5km以上が護岸されて

いたが，左岸は部分的に護岸されていた。上流にはダムが幾つかあり，下流には水力発

電所がある。

図1に示す通り河口域から上流域までの5ヶ所（St．1～5）で手綱による採集を行

った。採集した魚類・エビ類は1．0％ホルマリンで固定して持ち帰り同定した。
St．1は船だまりとなっている河口域の一部である。川幅は最大約20m，底質は砂礫

質で深い所に擢一抱えもあるような転石も見られる。3日に左岸の水深約30cm以浅で約

30分間採集を行ったが，コトヒ辛やヒメハゼ．ヒナハゼ，クモハゼ，テッポウエビの1

種などが得られた。

St．2はSt．1から上流へ約500mのところに位置し，河口から数えて第1番目の堰

のすぐ下流部分にあたる。5日に砂泥からなる川底が水面上にでる干潮時を見計らって

約60分間採集を行った．ヒナハゼやゴクラクハゼ，ウシエビの1種などが得られた。

St．3は川幅的5～7mで左岸は護岸されていない。最大水深約30cmで流れは綾やか

かであった。3日に約30分間採集を行ったが，水際に生い茂るタデ科などの湿生植物の

間からミナミテナガエビの幼個体や多数のトゲナシヌマエビが得られた．

St．4は河口から約1．5kmのところに位置し，小さな堰がある流れのやや速い場所で

ある。両岸はコンクリートで護岸されており川底にもコンクリートが張られている。川

幅は約4m，最大水深的40cm，底質は礫質である。3日に90分程観察・採集を行ったが，

ポウズハゼや群泳する全長30mm前後のユゴイが特に目立った。クロヨシノポリは流れの

緩やかなところでよく目に付いた。ミナミテナガエビやヤマトテナガエビ，トゲナシヌ

マエビ，モクズガニなども見られた。
St．5は今回の採集では最上流部にあたり，砂防ダム（高さ的10m，幅的15m）より

も上流に位置する。高さ1．5m程の滝が数個連なっており，いずれにも水深1皿前後の滝

つばが見られる。4日に60分程観察・採集を行った。クロヨシノポリが極めて多く見ら

れたが他のハゼ類は得られなかった。ヤマトヌマエビも個体数が多く，ミナミテナガエ

ビも観察されたがヤマトテナガエビは確認されなかった。
以下リストを示す。但し，イズミハゼは4日にナマコ池で採集されたものである。

Iエゴイ科Kuhliidae

l．ユゴイ∬ぴ〟由耽Zrgf乃（血

Ilシマイサキ科Teraponidae

2．コトヒキ撒和知カr血紹

IITハゼ科Gobiidae

3．ヒメハゼ〃α〝0乃fgo誠忠．紗那仇畑卯

4．イズミハゼ〟UgiJogo討びlo戒加αJね

5．ヒナハゼ肘fgo討び討如Jα乃び3

6．ゴクラクハゼ肋加OgO討びgfUrf乃び

7．クロヨシノポリ肋間討び印．m

8．チチプ乃痴物療佃訂．0鮎肌の鰐

9．クモハゼ地軸甘0みねSJ短訂膠
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10．ポウズハゼSfcJの知和Sわ如fc払S

Iヌマエビ科Atyidae

l．トゲナシヌマエビα椚肋知己と妙齢

2．ミゾレヌマエビCαrfdわ班仇肛0度fc由

3．ヤマトヌマエビαrfdf7∽わ卸商由

Ilテナガエビ科PaIaelnOnidae

4．ヤマトテナガエビ肌にγ0わrαCゐfび符加療Cび摺

5．ミナミテナガエビ肌にrO拗ね材允打乃0脚球

○おわりに

今回は魚類10種，エビ類8種（3種は未同定）が得られた。下調べも不十分なまま手

綱だけで採集を行った上に河口域で短時間しか採集しなかったということなどもあり，

生息していると考えられるが得られなかった種もいる。地元の方の話ではコイとウナギ

は生息しているということである。河口域で精力的に採集を行えば，ハゼ科の一部やポ

ラ科をはじめその他の周縁性淡水魚が得られるであろう。
末文ながら上甑島滞在中お世話下さった中甑コミュニティーセンターの森さんをはじ

め上甑村役場の方々，その他地元の皆様に心から御礼申し上げます。

参考文献

川那部活哉・水野信彦編（198g）日本の淡水魚．山と渓谷社．

益田一・尼岡邦夫・荒貨忠一・他廟（1984）日本産魚類大図鑑．東海大学出版会．

三宅貞祥（1982）原色日本大型甲殻類図鑑（I）．保育社．

（ながたたけし）
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1992年梅雨時の与論島の甲虫

永田武志

筆者は，1992年6月12日から19日にかけて行われた理学部生物学科の与論島野外・臨

海実習の際に甲虫を採集したので報告する。

今回は植物採集の合間にピーティングを行ったり，夜の講義後に短時間宿舎周辺の灯

火を見回ったりするなどそれ程時間をかけて採集することができなかった。滞在した6

日間で採集に費やした時間は計4時間程である。

9科29種の甲虫が得られたが，予想通り隣に位置する沖永良部島との共通種ばかりで

あった。採集した総積数の過半数をカミキリムシ科とハムシ科の種で占めたが，これは

主としてピーティングを行ったからであり，与論島の甲虫相が少なからず反映された結

果であるとも言えるのではないだろうか。

与論島にはその地史・地理的要因などから，同じ琉球列島の沖縄島や沖永良部島との

共通種（動植物共に）が極めて多いことや固有種・固有亜種が極めて少ないことが知ら

れている。現在甲虫では与論島の固有種は認められておらず，クワガタムシ科が分布し

ないことや水棲種が少ないことなども特徴的である。また，植物でシダ植物が少ないこ

とやラン科・ブナ科などが分布しないこともこの島の特徴である。

尚，一般に動植物相が貧弱な島であると言われているが，地史を主因とする低標高（

最高標高97m）であることや21上がという面積，陸水に乏しいことなどを考慮すると一概

にそうであるとは言えないだろう。

以下リストを示すが採集者は全て筆者である。

採集地は，赤碕（あかさき），朝戸（あさと），貨補呂（かぶろう），東区（ひがし

く），屋川（やどう）である。

Iオサムシ科Carabidae

l．オオアオモリヒラタゴミムシα）J如由雷鳥艦加湖面

朝戸：（2exs．，17）

IIコガネムシ科Scarabaeidae

2．オキナワアオドゥガネ細JdαJわ♪〟osα脚成わuf

赤崎：（5exs．，13）

3．スジコガネ属の1種A乃0乃αJd印．

赤崎：（2exs‥13）

4．サンカクスジコガネA乃0刀αJαとr由乃g〟αrfsと．

赤碕：（3exs．，13）

5．イシガキシロテンハナムグリ地虎fα血加点由0海蝕批m

屋川：（lex．，17）

6．タイワンカブトムシOr癖γゐfmroS

東区：（lex．，13）サトウキ巳畑沿いの路上でつぶれていたものである。

前年（6月11日～16日）は7，8頭得られたということであるが，今回確認され

た成虫はこれだけである（赤碕と東区において）。前前年は平年並みの降水量，前

年は空梅雨に象徴される平年値を大きく下回る降水量という気象事情があったこと
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から判断すると湿度の差野本種の発生速度や生存率などに微妙に影響しているので

‘はないかと推測できる（幼虫はサトウキビの搾りカスや堆肥の中でそれらを食べて

成長する）。但し，1988年の本種の確認以来その被害が大きいことから何らかの駆

除が施された可能性が高く，その影響が現れたということも考えられる。

‖コメッキムシ科Elateridae

7．クシコメッキ属の1種〟gd感加p．

屋川：（1ex．，17）

Ⅳベニポタル科Lycidae

8．チョウセンハナポタルPJdおれ諮如柁α乃び

貿補呂：（lex．，15）

Yテントウムシ科Coccinellidae

9．アマミアカホシテントウCゐ〟ocor比Sd物珊肥乃ざね

朝戸：（lex．，17）

Ⅵゴミムシダマシ科Tenebrionidae

lO．伽メめ。α柑SP．

赤碕：（lex．，14）

Ⅶカミキリムシ科Ceranbycidae

ll．ホソガタヒメカミキリαれ㌍f乙〝eJo77g虎α柑

朝戸：（lex．，17）

12．ヨツスジトラカミキリαぬ町的卯膳l卯吻髄血∬通塔

屋川：（1♂1♀・lex．，17）

13．オオシマウスアヤカミキリβ∽肥わ♪fαα流血乃α

貿補呂：（1ex．，15）

屋川：（lex．，17）

14．アトモンチビカミキリぶ伽玩肌路闇：0威血抽喝

賀補呂：（4exs．，15）

屋川：（lex．，17）

15．アヤモンチビカミキリ5ッ如0rdf乃αbJJ∝血7協

朝戸：（1♂1♀，17）

貿補呂：（1♀，15）

屋川：（3♀♀，17）

16．サビアヤカミキリ月ゐrγ乃α0如れ2

屋川：（lex．，17）

17．オキナワヰポシカミキリ旭鹿α加血′Ⅶわ血r感ね

朝戸：（4♂♂1♀，17）

18．ムツポシシロカミキリOJⅥ脚触乃dね柁比g

屋川：（lex．，17）

Ⅶハムシ科Chrysomelidae

19．オキナワイモサルハムシCoJαざ如段刀財戯rf如乃e

朝戸：（2exs‥14）（4exs．，17）

屋川：（2exs．，17）

20．セアカケプカサルハムシ山鹿魔物ざ二転短膵
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朝戸：（lex．，17）

21．ウリハムシ血地頭血湘：允㈲m毎

朝戸：（lex．，14）

22．オヰナワイチモンジハムシ〟or〝蜘rdCOerdeα

朝戸：（11exs．，17）

23．カミナリハムシ〟と如C脚乃eα

朝戸：（lex．，14）

24．ヨツモンクマノミハムシ肋相加Ⅷ吻rf微細（虎び町

屋川：（2exs‥17）

25．タテスジヒメジンガサハムシα彷彿血：C彿m相加お

屋川：（lex‥17）

Ⅸゾウムシ科Curculionidae

26．サカグチクチプトゾウムシ（お（わ釣り塔朗如g血fi

朝戸：（4exs．

屋川：（2exs．

17）

17）

27．ハイイロクチプトゾウムシC畑地rび如ゐ血血花はS

屋川：（2exs‥17）

28．オキナワクワゾウムシ且か皿古雅）rf

朝戸：（5exs．，17）

参考文献

森本桂・他（1984～1986）原色日本甲虫図鑑（1）？（Ⅳ）．保育社．

田中洋・他（1992）奄美群島に侵入したタイワンカブトムシ．SATSUMA，40（105）

64～69．鹿児島昆虫同好会．（ながたたけし）
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ヒョウタンゴミムシの採集

姫野尊雄

筆者は1992年夏，ヒョウタンゴミムシ肋rfおおr加hbrawitzの採集を行った。

場所は砂浜海岸の波打ち際付近に散在する，漂流物などが堆積した比較的大きなゴミだ

まりである。特に餌となるハマトビムシなどが多く棲むものを選び，砂を掘り起して採

集した．

07／30，31晴れ鹿児島県肝付郡内之浦町内之浦湾内砂浜4exs．

午前中は主に砂下15cm程の所で採集したが，午後になると砂の温度がかなり上昇したた

め砂下30ctnの所で採集したこともあった。

08／2曇り後小雨鹿児島県日置郡吹上町入来浜3exs．

この日は小雨の中採集したが，うち2匹は砂下ではなくゴミの中にいた。

08／27晴れ福岡市西区今宿長垂海岸lex．幼虫lex．

ゴミの中より体長2cm程の幼虫を採集した。

今回上記の幼虫を羽化させることができたのでその経過を以下に記す。

飼育は直径6cm，高さ12cm程の円筒状の透明な容器で行い，採集場所の砂を5分の3程

いれた。容器の砂下部分は光を遮るため紙で覆った。尚，観察は毎日主に朝行った。

08／27～30

08／31
09／2

09／4

09／13

09／17

幼虫は出入口が4ヶ所ある坑道を掘りその中にひそんでいた。筆

者は餌としてダンゴムシを与えたが全く食べなかった．

容器の底に幼虫には大きめの蛸室を作っていた。

頭部，胸部を強く内側に曲げ，L字型に近い形で前蛾期に入って

いた。

輔化。体長は約1．4cm

羽化。観察時は既に後麹は上麹の下に収まっていたが体壁も上麹

もクリームだった。

身体がほぼ固まり，砂を少し掘った後があった。後に取り出して

体長を計ると約1．7CⅢだった。

今回同じ場所で成虫と幼虫の両方を採集したわけだが，一夏で一体何世代繰り返すこ

とができるのか興味ある所である。尚，1992年沖永良部島夏合宿では本種は採集きれな

かった。

参考文献、

上野俊一・他（1984）原色日本甲虫図鑑（1日．保育社．

（ひめのたかお）
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1992年リュウキュウムラサキ飼育報告

桶野敦子

1991年10月から12月にかけて飼育したリュウキユウムラサ牛について報告する。

リュウキュウムラサ辛的如J那郎bJ乃αはインドから中国南部，台湾，フィリピン

ボルネオ，オーストラリア東北部，ポリネシア，ミクロネシアに至るまで広く分布する．

日本の土着種ではないが日本での迷蝶としての記録が多く，また地理的変異が著しいこと

から亜種間の分布や交雑に関する研究も多い。

1．母蝶の記録

今回飼育した個体群は1991年10月7日，市内山田町で採集きれた1♀から得られた卵の

一部である。母蝶のデータを以下に記す。
DATA：リュウキュウムラサヰ1♀〔赤飯型〕

鹿児島市山田町1991年10月7日Leg．米沢俊彦

2．幼虫期について

好化後，同一容器で飼育を行ったため，個々の詳細な記録を欠いた。

・母蝶の産卵した一部を譲ってもらったので総産卵数は不明。

。譲られた卵の好化率（87．6％）

。飼育中の幼虫の死亡はなかった。

3．羽化個体の特徴

母蝶の標本を見ていないので，本報告では飼育より得られた羽化個体についてのみの鍾

紋，色彩変異についてまとめてみたい。

（1）輔化から羽化までの経過

。蛸化日11．26（1♂），11．27（5♂），11．28（4♀，水lex．），11．29（1♂）

11．30（1♂1♀），12．1（1♂2♀），12．2（1♂3♀），12．3（1♂1♀）

12．4（5♀），12．5（＊lex．），12．6（1♀）＊は蛾化後死

0羽化数11♂17♀計28個体

。羽化日輔の平均日数13．4日（最長16日最短12日）

1992年

12月 日 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 16 1 7 1 8 計

♂ 2 4 0 0 3 0 1 0 ・1 1 1 ♂

♀ 0 0 2 1 3 2 4 0 5 1 7 ♀

小 計 2 4 2 1 6 2 5 0 6 2 8
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左記は羽化日と羽化し

た雌雄別の個体数を表に

まとめたものである。

♂：♀＝11：17

♂／♀＝0．82



（2）羽化時の異常

11♂17♀が羽化した。これには異常羽化の個体も含まれている。

。鞋嬢による羽化脱出失敗3♂

。右前後超が縮む（羽化時に落下したためか。）2♀

e腹部に異常（腹部が肥大）1♀

・奇形畑（蛸化した際，左前週にあたる部分の色素と表皮が抜けていた。1♂

が羽化したが左前趨止著しく小さく麹脈がみられなかった。）

（3）雄の斑紋，色彩

♂の疎放，色彩には1型にまとめられる。

・前期表面斜白帯が青紫色の鱗紛で被われる。前後趨表亜外縁に白点列が表れな

い。（1♂を除く）後趨中央帯状紋の輪郭不明瞭。これらは台湾型に見られる特

徴である。しかし，前週裏面基部は赤みを帯び，赤斑型の形質もあわせてみら

れる。

（4）雌の斑紋，色彩

♀の斑紋，色彩には赤薗型と台湾型の2

型が認められた。

。前超，後麹表に朱赤色鱗がでる。後

麹に白斑が出，周辺に青色，朱色の

鱗紛が広がるものと白斑を欠き，赤

色鱗が薄く出現するものがある。赤

斑型′血）Jわ把の特徴がある。右

表中のbである。

・前畑表白帯が弱く音紫色の鱗紛を被

る。後超中央の白帯が弱い。台湾型

J．如zfdとみられる。右表中のd

にあたる。

前遡斜白帯

明瞭～やや明瞭 紫を被る

前 あ a b

趨 lと

後橙

緑赤

り 0 8

な C d

斑 し 0 7

♀の前週白帯，橙赤旗の発達

（17♀中2♀は記録を欠いた）

参考文献

福田晴夫他（1983）原色日本蝶頸生態図鑑Il．保育社．

田中洋・南雄二（1976）奄美大島産リュウキュウムラサキの飼育記録（1973）SATSUMA

25（72）：119－120

二町一成（1984）迷チョウ数種についての飛来源の問題．昆虫と自然．19（10）：4－8

平原洋司（1976）リュウキュウムラサキ台湾型とフィリピン型の飼育例．SATSUMA

25（72）：12ト127

森下和彦（1978）リュウキュウムラサキ．やとりが．（85／86）：3－25

（きりのあつこ）
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∠ゝ
コ＝ 貝　名　簿

1993年3月1日現在

顧問：山下智（教養部生物学教室教授）

主将：永田武志（理学部生物学科2年）

副主将：光永佳奈枝（理学部生物学科2年）

泊信義

小野雅章

金井賢一

野村弥生

的場亮平

吉谷弘子

牛ノ清孝

網野敦子

中村理樹

（大学院農学研究科2年）

（農学部獣医学科4年）

（理学部生物学科4年）

（教育学部中学理科4年）

（農学部猷医学科4年）

（理学部生物学科4年）

（理学部生物学科3年）

（教育学部小学校課程3年）

（農学部猷医学科3年）

清田しおり（農学部生物環境学科3年）

米沢俊彦（理学部生物学科3年）

米山章一（理学部数学科3年）

坂口志保（理学部生物学科2年）

瀬戸口芳成（農学部生物生産学科2年）

堂園隆男（教育学部小学校課程－2年）

東幸希（教育学部小学校課程2年）

藤田寛（教育学部中学理科2年）

倉園憲（教育学部小学美術1年）

姫密尊雄（農学部生物生産学科1年）
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編　集　後　記

昨年に引き続き，LEBEN23号を発行することができました。今号も前号と同じ

編集の形を取っております。今回は，昨年の学祭で沖永良部島特集のパンフレットを

発行したことと，各自が早めにLEBEN作成に取りかかっていたことから，それ程

あわてることなく準備ができたようです。内容は各個人の特徴を重視したものになっ

ております。

これからも私達生研部員は野へ山へ採集に出かけるつもりです。そこで楽しい思い

出のはかに，自然や生き物に対する知識・感覚そしてそれらを深く追求していく精神

を得たいものです。

微々たるものではありますが，個人の研究発表の場としてのLEBENを次号に

続けたいと思います。

また生物研究会の発行物のバックナンバーの販売を行っております。ど希望の方に

はリストを100円でお送りしております．長4型の封筒と100円分の切手を同封のうえ

本会宛にお知らせください。

（光永）

LE BEN　23号

鹿児島大学生物研究会会誌

発行日：1993年4月1日

編筆者：光永佳奈枝・藤田寛・倉園憲・姫野尊雄

発行者：永田武志

発行所：鹿児島大学生物研究会

（〒890鹿児島市郡元一丁目21－24鹿児島大学学友会内）

印刷所：明るい窓杜
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